
職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

一

号

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

第

三

条

第

一

項

第

一

号

中

「

百

分

の

百

七

・

五

」

を

「

百

分

の

百

十

七

・

五

」

に

、

「

百

分

の

百

二

十

七

・

五

」

を

「

百

分

の

百

三

十

二

・

五

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

百

分

の

五

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

五

十

七

・

五

」

に

、

「

百

分

の

六

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

六

十

五

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

し

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

規

定

は

、

令

和

五

年

十

二

月

一

日

か

ら

適

用

す

る

。
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職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

二

号

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

第

一

項

第

一

号

中

「

百

分

の

百

十

七

・

五

」

を

「

百

分

の

百

十

二

・

五

」

に

、

「

百

分

の

百

三

十

二

・

五

」

を

「

百

分

の

百

三

十

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

百

分

の

五

十

七

・

五

」

を

「

百

分

の

五

十

五

」

に

、

「

百

分

の

六

十

五

」

を

「

百

分

の

六

十

三

・

七

五

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

三

号

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

会

計

年

度

任

用

職

員

の

給

与

及

び

費

用

弁

償

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

令

和

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

十

一

条

第

一

項

中

「

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

八

号

。

以

下

「

給

与

条

例

」

と

い

う

。

）

の

適

用

を

受

け

る

職

員

の

例

に

よ

る

と

し

て

」

を

削

り

、

同

項

第

一

号

中

「

当

該

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

任

用

さ

れ

る

一

会

計

年

度

に

お

い

て

、

」

を

「

引

き

続

い

て

任

用

さ

れ

る

期

間

（

東

京

都

北

区

に

お

け

る

任

命

権

者

に

よ

っ

て

任

用

さ

れ

る

期

間

に

限

る

。

）

が

六

月

に

満

た

ず

、

又

は

一

会

計

年

度

に

お

い

て

」

に

改

め

、

「

任

命

権

者

に

」

の

下

に

「

よ

っ

て

」

を

加

え

、

「

場

合

」

を

「

期

間

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

第

一

号

」

を

「

同

条

第

一

号

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

第

五

号

中

「

給

与

条

例

」

を

「

職

員

の

給

与

に

関

す

る

条

例

（

昭

和

五

十

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

八

号

。

以

下

「

給

与

条

例

」

と

い

う

。

）

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

給

与

条

例

の

適

用

を

受

け

る

職

員

の

例

に

よ

る

と

し

て

」

を

削

り

、

同

項

第

一

号

中

「

当

該

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

が

任

用

さ

れ

る

一

会

計

年

度

に

お

い

て

、

」

を

「

引

き

続

い

て

任

用

さ

れ

る

期

間

（

東

京

都

北

区

に

お

け

る

任

命

権

者

に

よ

っ

て

任

用

さ

れ

る

期

間

に

限

る

。

）

が

六

月

に

満

た

ず

、

又

は

一

会

計

年

度

に

お

い

て

」

に

改

め

、

「

任

命

権

者

に

」

の

下

に

「

よ

っ

て

」

を

加

え

、

「

場

合

」

を

「

期

間

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号
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中

「

第

一

号

」

を

「

同

条

第

一

号

」

に

改

め

、

同

項

第

七

号

中

「

、

か

つ

、

」

を

「

か

つ

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

第

四

号

中

「

条

例

の

適

用

を

受

け

て

い

た

者

で

、

」

を

削

り

、

同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

勤

勉

手

当

の

支

給

対

象

外

職

員

）

第

二

十

一

条

の

二

条

例

第

十

六

条

の

二

第

一

項

前

段

の

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

勤

勉

手

当

を

支

給

し

な

い

こ

と

と

さ

れ

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

を

除

く

。

）

は

、

次

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

一

引

き

続

い

て

任

用

さ

れ

る

期

間

（

東

京

都

北

区

に

お

け

る

任

命

権

者

に

よ

っ

て

任

用

さ

れ

る

期

間

に

限

る

。

）

が

六

月

に

満

た

ず

、

又

は

一

会

計

年

度

に

お

い

て

任

用

さ

れ

る

期

間

（

東

京

都

北

区

に

お

け

る

任

命

権

者

に

よ

っ

て

任

用

さ

れ

る

期

間

に

限

る

。

）

が

通

算

し

て

六

月

に

満

た

な

い

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

任

命

権

者

が

別

に

定

め

る

者

を

除

く

。

）

二

基

準

日

に

新

た

に

条

例

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

次

項

第

四

号

又

は

第

二

十

五

条

の

二

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

者

を

除

く

。

）

三

法

第

二

十

八

条

第

二

項

各

号

又

は

休

職

規

則

第

二

条

第

三

号

若

し

く

は

第

四

号

（

同

条

第

一

号

及

び

第

二

号

に

準

ず

る

場

合

を

除

く

。

）

の

規

定

に

該

当

し

て

休

職

に

さ

れ

て

い

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

四

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

停

職

に

さ

れ

て

い

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員
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五

法

第

五

十

五

条

の

二

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

許

可

を

受

け

て

い

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

六

育

児

休

業

中

の

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

う

ち

、

支

給

期

間

に

お

い

て

勤

務

し

た

期

間

が

あ

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

以

外

の

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

２

条

例

第

十

六

条

の

二

第

一

項

後

段

の

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

は

、

次

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

一

退

職

し

、

又

は

死

亡

し

た

日

に

お

い

て

前

項

第

一

号

及

び

第

三

号

か

ら

第

六

号

ま

で

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

二

法

第

二

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

免

職

さ

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

三

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

免

職

さ

れ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

四

退

職

後

新

た

に

条

例

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

フ

ル

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

五

退

職

後

引

き

続

い

て

給

与

条

例

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

者

六

退

職

後

引

き

続

い

て

幼

稚

園

教

育

職

員

給

与

条

例

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

者

３

条

例

第

三

十

条

の

二

第

一

項

前

段

の

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

同

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

勤

勉

手

当

を

支

給

し

な

い

こ

と

と

さ

れ

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

を

除

く

。

）

は

、

次

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

一

引

き

続

い

て

任

用

さ

れ

る

期

間

（

東

京

都

北

区

に

お

け

る

任

命

権

者

に

よ

っ

て

任

用

さ

れ

る

期

間

に

限

る

。

）

が

六

月

に

満

た

ず

、

又

は

一

会

計

年

度

に

お

い

て

任

用

さ

れ

る

期

間
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（

東

京

都

北

区

に

お

け

る

任

命

権

者

に

よ

っ

て

任

用

さ

れ

る

期

間

に

限

る

。

）

が

通

算

し

て

六

月

に

満

た

な

い

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

任

命

権

者

が

別

に

定

め

る

者

を

除

く

。

）

二

基

準

日

に

新

た

に

条

例

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

（

次

項

第

四

号

又

は

第

二

十

五

条

の

二

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

者

を

除

く

。

）

三

法

第

二

十

八

条

第

二

項

各

号

又

は

休

職

規

則

第

二

条

第

三

号

若

し

く

は

第

四

号

（

同

条

第

一

号

及

び

第

二

号

に

準

ず

る

場

合

を

除

く

。

）

の

規

定

に

該

当

し

て

休

職

に

さ

れ

て

い

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

四

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

停

職

に

さ

れ

て

い

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

五

法

第

五

十

五

条

の

二

第

一

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

許

可

を

受

け

て

い

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

六

育

児

休

業

中

の

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

の

う

ち

、

支

給

期

間

に

お

い

て

勤

務

し

た

期

間

が

あ

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

以

外

の

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

七

一

週

間

当

た

り

の

勤

務

日

数

が

二

日

以

下

か

つ

一

週

間

当

た

り

の

勤

務

時

間

が

十

五

時

間

三

十

分

未

満

の

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

４

条

例

第

三

十

条

の

二

第

一

項

後

段

の

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

は

、

次

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

- 4 -



一

退

職

し

、

又

は

死

亡

し

た

日

に

お

い

て

前

項

第

一

号

及

び

第

三

号

か

ら

第

七

号

ま

で

の

い

ず

れ

か

に

該

当

し

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

二

法

第

二

十

八

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

免

職

さ

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

三

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

免

職

さ

れ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

四

退

職

後

新

た

に

条

例

の

適

用

を

受

け

る

こ

と

と

な

っ

た

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

第

二

十

二

条

中

「

前

条

第

一

項

第

六

号

」

を

「

第

二

十

一

条

第

一

項

第

六

号

及

び

第

三

項

第

六

号

並

び

に

前

条

第

一

項

第

六

号

」

に

、

「

次

の

各

号

に

」

を

「

次

に

」

に

改

め

、

同

条

第

二

号

中

「

前

条

第

一

項

第

四

号

」

を

「

第

二

十

一

条

第

一

項

第

四

号

及

び

第

三

項

第

四

号

並

び

に

前

条

第

一

項

第

四

号

」

に

改

め

る

。

第

二

十

三

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

勤

勉

手

当

の

支

給

割

合

）

第

二

十

三

条

の

二

条

例

第

十

六

条

の

二

第

二

項

及

び

第

三

十

条

の

二

第

二

項

の

東

京

都

北

区

規

則

で

定

め

る

支

給

割

合

は

、

支

給

期

間

に

お

け

る

そ

の

者

の

条

例

の

適

用

を

受

け

る

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

（

以

下

「

勤

務

期

間

」

と

い

う

。

）

に

お

け

る

そ

の

者

の

欠

勤

等

日

数

に

応

じ

た

職

員

の

勤

勉

手

当

に

関

す

る

規

則

（

昭

和

五

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

別

表

第

一

上

欄

に

掲

げ

る

欠

勤

等

日

数

の

区

分

に

応

じ

、

そ

れ

ぞ

れ

同

表

下

欄

に

定

め

る

割

合

に

次

項

に

規

定

す

る

成

績

率

を

乗

じ

て

得

た

割

合

と

す

る

。
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２

成

績

率

は

、

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

成

績

に

よ

り

、

任

命

権

者

が

特

別

区

人

事

委

員

会

の

承

認

を

得

て

定

め

る

割

合

と

す

る

。

３

第

一

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

勤

務

期

間

に

お

い

て

教

育

公

務

員

特

例

法

（

昭

和

二

十

四

年

法

律

第

一

号

）

第

十

四

条

に

掲

げ

る

事

由

に

該

当

し

て

休

職

さ

れ

て

い

る

期

間

（

以

下

「

結

核

休

職

期

間

」

と

い

う

。

）

の

あ

る

会

計

年

度

任

用

職

員

の

支

給

割

合

は

、

支

給

月

数

に

勤

務

期

間

に

お

け

る

そ

の

者

の

次

の

各

号

に

掲

げ

る

会

計

年

度

任

用

職

員

の

区

分

に

応

じ

当

該

各

号

に

定

め

る

割

合

を

乗

じ

て

得

た

割

合

に

前

項

に

規

定

す

る

成

績

率

を

乗

じ

て

得

た

割

合

と

す

る

。

一

欠

勤

等

日

数

が

七

十

日

未

満

の

者

百

分

の

百

二

欠

勤

等

日

数

が

七

十

日

以

上

の

者

（

次

号

及

び

第

四

号

に

掲

げ

る

者

を

除

く

。

）

百

分

の

八

十

三

欠

勤

等

日

数

が

七

十

日

以

上

で

、

勤

務

期

間

中

の

結

核

休

職

期

間

以

外

の

期

間

に

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

欠

勤

等

の

期

間

（

結

核

休

職

期

間

を

除

く

。

）

及

び

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

が

な

い

者

（

次

号

に

掲

げ

る

者

を

除

く

。

）

百

分

の

百

四

勤

務

期

間

中

に

第

二

十

四

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

欠

勤

等

の

期

間

以

外

の

期

間

が

な

い

場

合

又

は

勤

務

期

間

中

に

同

項

に

規

定

す

る

欠

勤

等

の

期

間

及

び

同

条

第

三

項

に

規

定

す

る

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

が

あ

る

場

合

に

お

い

て

、

勤

務

期

間

（

第

二

十

四

条

第

一

項

に

規

定

す

る

週

休

日

等

を

除

く

。

）

か

ら

欠

勤

等

日

数

を

減

じ

た

日

数

が

一

日

未
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満

と

な

る

者

零

４

前

項

に

規

定

す

る

支

給

月

数

の

割

合

は

、

百

分

の

百

十

二

・

五

と

す

る

。

第

二

十

四

条

の

見

出

し

を

「

（

期

末

手

当

の

欠

勤

等

日

数

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

前

条

」

を

「

第

二

十

三

条

」

に

改

め

、

「

除

く

。

以

下

」

の

下

に

「

こ

の

条

及

び

第

二

十

五

条

に

お

い

て

」

を

加

え

、

同

条

第

三

項

中

「

部

分

休

業

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

」

の

下

に

「

（

第

二

十

五

条

に

お

い

て

「

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

」

と

い

う

。

）

」

を

加

え

、

「

（

以

下

「

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

」

と

い

う

。

）

」

を

削

り

、

同

条

の

次

に

次

の

二

条

を

加

え

る

。

（

勤

勉

手

当

の

欠

勤

等

日

数

）

第

二

十

四

条

の

二

第

二

十

三

条

の

二

の

欠

勤

等

日

数

は

、

勤

務

期

間

中

の

次

に

掲

げ

る

期

間

（

第

三

項

の

規

定

の

適

用

を

受

け

る

も

の

を

除

く

。

以

下

こ

の

条

及

び

第

二

十

五

条

の

二

に

お

い

て

「

欠

勤

等

の

期

間

」

と

い

う

。

）

ご

と

に

当

該

欠

勤

等

の

期

間

か

ら

週

休

日

等

を

除

い

た

日

に

お

け

る

一

日

の

所

定

の

勤

務

時

間

に

つ

い

て

勤

務

し

な

い

時

間

を

合

計

し

た

時

間

を

七

時

間

四

十

五

分

を

も

っ

て

一

日

（

第

八

号

に

掲

げ

る

期

間

に

あ

っ

て

は

、

二

日

と

す

る

。

）

と

し

て

換

算

し

た

日

数

（

一

日

未

満

の

端

数

の

時

間

が

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

切

り

捨

て

た

日

数

と

す

る

。

）

を

合

計

し

た

日

数

と

す

る

。

一

法

第

二

十

八

条

第

二

項

各

号

の

規

定

に

該

当

し

て

休

職

に

さ

れ

て

い

る

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間
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二

休

職

規

則

第

二

条

第

三

号

及

び

第

四

号

（

同

条

第

一

号

及

び

第

二

号

に

準

ず

る

場

合

を

除

く

。

）

の

規

定

に

該

当

し

て

休

職

に

さ

れ

て

い

る

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

三

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

第

四

号

及

び

第

三

項

第

四

号

に

掲

げ

る

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

四

第

二

十

一

条

の

二

第

一

項

第

五

号

及

び

第

三

項

第

五

号

に

掲

げ

る

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

五

育

児

休

業

法

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

育

児

休

業

（

次

に

掲

げ

る

育

児

休

業

を

除

く

。

）

中

の

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

イ

当

該

育

児

休

業

の

承

認

に

係

る

期

間

の

全

部

が

子

の

出

生

の

日

か

ら

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

第

三

条

の

二

に

規

定

す

る

期

間

内

に

あ

る

育

児

休

業

で

あ

っ

て

、

当

該

育

児

休

業

の

承

認

に

係

る

期

間

（

当

該

期

間

が

二

以

上

あ

る

と

き

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

期

間

を

合

算

し

た

期

間

）

が

一

月

以

下

で

あ

る

育

児

休

業

ロ

当

該

育

児

休

業

の

承

認

に

係

る

期

間

の

全

部

が

子

の

出

生

の

日

か

ら

職

員

の

育

児

休

業

等

に

関

す

る

条

例

第

三

条

の

二

に

規

定

す

る

期

間

内

に

あ

る

育

児

休

業

以

外

の

育

児

休

業

で

あ

っ

て

、

当

該

育

児

休

業

の

承

認

に

係

る

期

間

（

当

該

期

間

が

二

以

上

あ

る

と

き

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

期

間

を

合

算

し

た

期

間

）

が

一

月

以

下

で

あ

る

育

児

休

業

六

職

免

条

例

第

二

条

の

規

定

に

よ

り

職

務

に

専

念

す

る

義

務

を

免

除

さ

れ

、

か

つ

、

第

十

条
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第

三

項

に

規

定

す

る

承

認

を

受

け

て

い

な

い

期

間

（

講

演

等

を

行

っ

た

期

間

を

除

く

。

）

七

会

計

年

度

任

用

職

員

勤

務

時

間

規

則

第

十

六

条

に

規

定

す

る

病

気

休

暇

（

以

下

「

病

気

休

暇

」

と

い

う

。

）

に

よ

り

勤

務

し

な

い

期

間

（

次

号

に

掲

げ

る

期

間

を

除

く

。

）

八

引

き

続

く

七

日

以

上

に

わ

た

ら

な

い

病

気

休

暇

の

取

扱

い

を

受

け

た

期

間

（

以

下

「

短

期

の

病

気

休

暇

の

期

間

」

と

い

う

。

）

の

う

ち

、

勤

務

期

間

に

お

け

る

短

期

の

病

気

休

暇

の

期

間

（

短

期

の

病

気

休

暇

の

期

間

の

初

日

の

属

す

る

月

（

当

該

初

日

が

基

準

日

で

あ

る

場

合

に

は

、

基

準

日

の

前

日

の

属

す

る

月

）

の

数

が

勤

務

期

間

に

お

い

て

三

以

上

あ

る

場

合

に

限

る

。

）

九

会

計

年

度

任

用

職

員

勤

務

時

間

規

則

第

二

十

二

条

に

規

定

す

る

生

理

休

暇

に

よ

り

勤

務

し

な

い

期

間

十

会

計

年

度

任

用

職

員

勤

務

時

間

規

則

第

二

十

八

条

に

規

定

す

る

介

護

休

暇

（

以

下

「

介

護

休

暇

」

と

い

う

。

）

に

よ

り

勤

務

し

な

い

期

間

十

一

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

期

間

十

二

結

核

休

職

期

間

２

前

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

支

給

期

間

に

お

い

て

勤

務

期

間

以

外

の

期

間

が

あ

る

会

計

年

度

任

用

職

員

に

係

る

同

項

の

欠

勤

等

日

数

の

算

定

に

当

た

っ

て

は

、

当

該

期

間

か

ら

週

休

日

等

に

相

当

す

る

日

を

除

い

た

日

数

を

同

項

の

合

計

し

た

日

数

に

加

算

す

る

。

３

前

項

に

規

定

す

る

も

の

の

ほ

か

、

第

一

項

の

欠

勤

等

日

数

の

算

定

に

当

た

っ

て

は

、

一

日

の
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所

定

の

勤

務

時

間

の

一

部

に

つ

い

て

、

職

免

条

例

第

二

条

の

規

定

に

よ

り

職

務

に

専

念

す

る

義

務

を

免

除

さ

れ

た

こ

と

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

（

減

免

基

準

第

二

条

に

規

定

す

る

承

認

を

受

け

て

い

な

い

期

間

（

講

演

等

を

行

っ

た

期

間

を

除

く

。

）

に

係

る

も

の

に

限

る

。

）

、

病

気

休

暇

、

介

護

休

暇

若

し

く

は

会

計

年

度

任

用

職

員

勤

務

時

間

規

則

第

三

十

条

に

規

定

す

る

介

護

時

間

（

以

下

「

介

護

時

間

」

と

い

う

。

）

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

、

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

時

間

又

は

育

児

休

業

法

第

十

九

条

第

一

項

に

規

定

す

る

部

分

休

業

（

以

下

「

部

分

休

業

」

と

い

う

。

）

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

（

こ

の

条

及

び

第

二

十

五

条

の

二

に

お

い

て

「

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

」

と

い

う

。

）

が

あ

る

と

き

は

、

任

命

権

者

が

別

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

、

日

又

は

時

間

に

換

算

し

、

第

一

項

の

換

算

し

た

日

数

、

合

計

し

た

日

数

又

は

勤

務

し

な

い

時

間

に

加

算

す

る

。

４

第

一

項

及

び

第

二

項

の

規

定

は

、

介

護

休

暇

に

よ

り

勤

務

し

な

い

期

間

に

つ

い

て

は

、

日

を

単

位

と

し

て

承

認

さ

れ

た

場

合

に

お

け

る

勤

務

し

な

い

期

間

か

ら

週

休

日

等

を

除

い

た

日

と

時

間

を

単

位

と

し

て

承

認

さ

れ

た

場

合

に

お

け

る

勤

務

し

な

い

時

間

を

七

時

間

四

十

五

分

を

も

っ

て

一

日

と

し

て

換

算

し

た

日

及

び

一

日

未

満

の

端

数

の

時

間

（

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

に

あ

っ

て

は

、

日

を

単

位

と

し

て

承

認

さ

れ

た

場

合

に

お

け

る

勤

務

し

な

い

期

間

か

ら

週

休

日

等

を

除

い

た

日

に

お

け

る

勤

務

し

な

い

時

間

と

時

間

を

単

位

と

し

て

承

認

さ

れ

た

場

合

に

お

け

る

勤

務

し

な

い

時

間

を

合

計

し

た

時

間

を

会

計

年

度

任

用

職

員

勤

務

時

間

規

則

第

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

ら

れ

た

そ

の

者

の

勤

務

時

間

を

同

条

第

一

項
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に

規

定

す

る

勤

務

時

間

で

除

し

て

得

た

数

（

以

下

「

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

係

る

算

出

率

」

と

い

う

。

）

で

除

し

て

得

た

時

間

を

七

時

間

四

十

五

分

を

も

っ

て

一

日

と

し

て

換

算

し

た

日

及

び

一

日

未

満

の

端

数

の

時

間

と

す

る

。

）

を

合

計

し

た

日

及

び

時

間

が

三

十

日

を

超

え

な

い

場

合

は

、

適

用

し

な

い

。

５

第

三

項

の

規

定

は

、

介

護

時

間

又

は

部

分

休

業

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

に

つ

い

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

七

時

間

四

十

五

分

を

も

っ

て

一

日

と

し

て

換

算

し

た

日

及

び

一

日

未

満

の

端

数

の

時

間

（

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

に

お

い

て

介

護

時

間

又

は

部

分

休

業

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

に

あ

っ

て

は

当

該

勤

務

し

な

い

時

間

を

そ

れ

ぞ

れ

合

計

し

た

時

間

を

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

係

る

算

出

率

で

除

し

て

得

た

時

間

を

七

時

間

四

十

五

分

を

も

っ

て

一

日

と

し

て

換

算

し

た

日

及

び

一

日

未

満

の

端

数

の

時

間

と

す

る

。

）

を

合

計

し

た

日

及

び

時

間

が

三

十

日

を

超

え

な

い

場

合

は

、

適

用

し

な

い

。

６

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

中

の

欠

勤

等

の

期

間

に

対

す

る

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

勤

務

し

な

い

時

間

」

と

あ

る

の

は

、

「

勤

務

し

な

い

時

間

を

会

計

年

度

任

用

職

員

勤

務

時

間

規

則

第

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

定

め

ら

れ

た

そ

の

者

の

勤

務

時

間

を

三

十

八

・

七

五

で

除

し

て

得

た

数

で

除

し

て

得

た

時

間

」

と

す

る

。

（

減

額

率

）

第

二

十

四

条

の

三

勤

務

期

間

に

お

い

て

次

に

掲

げ

る

事

由

（

以

下

「

減

額

事

由

」

と

い

う

。

）

が

あ

る

者

に

対

す

る

第

二

十

三

条

の

二

第

一

項

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

項

中

「

成

績
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率

を

乗

じ

て

得

た

割

合

」

と

あ

る

の

は

、

「

成

績

率

を

乗

じ

て

得

た

割

合

に

百

分

の

百

か

ら

同

規

則

別

表

第

二

に

掲

げ

る

当

該

減

額

事

由

に

応

じ

そ

れ

ぞ

れ

の

割

合

を

減

じ

て

得

た

も

の

を

そ

れ

ぞ

れ

乗

じ

て

得

た

割

合

」

と

す

る

。

一

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

期

間

が

あ

る

こ

と

。

二

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

停

職

に

さ

れ

た

こ

と

。

三

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

減

給

に

さ

れ

た

こ

と

。

四

法

第

二

十

九

条

の

規

定

に

よ

り

戒

告

に

さ

れ

た

こ

と

。

２

前

項

第

一

号

の

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

期

間

は

、

日

（

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

に

あ

っ

て

は

、

当

該

期

間

に

お

け

る

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

時

間

を

パ

ー

ト

タ

イ

ム

会

計

年

度

任

用

職

員

に

係

る

算

出

率

で

除

し

て

得

た

時

間

を

七

時

間

四

十

五

分

を

も

っ

て

一

日

と

し

て

換

算

し

た

日

と

す

る

。

）

を

単

位

と

し

て

計

算

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

一

日

の

所

定

の

勤

務

時

間

の

一

部

に

つ

い

て

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

こ

と

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

私

事

欠

勤

等

の

取

扱

い

を

受

け

た

こ

と

を

任

命

権

者

が

別

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

り

日

に

換

算

す

る

。

３

前

二

項

の

規

定

に

よ

り

算

定

し

た

支

給

割

合

に

千

分

の

十

未

満

の

端

数

が

あ

る

と

き

は

、

そ

の

端

数

を

切

り

捨

て

る

も

の

と

す

る

。

第

二

十

五

条

の

見

出

し

中

「

欠

勤

等

日

数

」

を

「

期

末

手

当

の

欠

勤

等

日

数

」

に

改

め

、

同

条

中

「

こ

の

条

に

お

い

て

」

を

削

り

、

「

前

二

条

」

を

「

第

二

十

三

条

及

び

第

二

十

四

条

」

に

改

め

、
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同

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

（

勤

勉

手

当

の

欠

勤

等

日

数

の

算

定

の

特

例

）

第

二

十

五

条

の

二

給

与

条

例

適

用

職

員

等

が

、

引

き

続

い

て

条

例

の

適

用

を

受

け

る

会

計

年

度

任

用

職

員

（

基

準

日

又

は

基

準

日

前

一

箇

月

以

内

に

給

与

条

例

適

用

職

員

等

が

退

職

し

、

会

計

年

度

任

用

職

員

に

な

っ

た

者

を

除

く

。

）

と

な

っ

た

場

合

に

お

い

て

は

、

条

例

適

用

前

の

東

京

都

北

区

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

、

欠

勤

等

の

期

間

に

相

当

す

る

期

間

、

週

休

日

等

に

相

当

す

る

日

、

一

日

の

所

定

の

勤

務

時

間

に

相

当

す

る

時

間

、

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

及

び

減

額

事

由

に

相

当

す

る

事

由

を

、

そ

れ

ぞ

れ

条

例

の

適

用

を

受

け

る

職

員

と

し

て

在

職

し

た

期

間

、

欠

勤

等

の

期

間

、

週

休

日

等

、

一

日

の

所

定

の

勤

務

時

間

、

部

分

休

業

等

に

よ

り

勤

務

し

な

い

時

間

及

び

減

額

事

由

と

み

な

し

て

、

第

二

十

三

条

の

二

及

び

第

二

十

四

条

の

二

の

規

定

を

適

用

す

る

。

第

二

十

六

条

の

見

出

し

中

「

期

末

手

当

基

礎

額

」

を

「

基

礎

額

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

第

十

六

条

第

二

項

」

の

下

に

「

又

は

第

十

六

条

の

二

第

二

項

」

を

加

え

、

「

期

末

手

当

基

礎

額

」

を

「

基

礎

額

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

期

末

手

当

基

礎

額

」

を

「

基

礎

額

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

第

三

十

条

第

二

項

」

の

下

に

「

及

び

第

三

十

条

の

二

第

二

項

」

を

加

え

、

「

期

末

手

当

基

礎

額

」

を

「

基

礎

額

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

か

ら

第

六

項

ま

で

の

規

定

中

「

期

末

手

当

基

礎

額

」

を

「

基

礎

額

」

に

改

め

る

。

第

二

十

七

条

の

見

出

し

中

「

期

末

手

当

の

」

を

削

り

、

同

条

第

一

項

中

「

及

び

第

三

十

条

第

一
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項

」

を

「

、

第

十

六

条

の

二

第

一

項

、

第

三

十

条

第

一

項

及

び

第

三

十

条

の

二

第

一

項

」

に

改

め

、

「

期

末

手

当

の

」

を

削

り

、

同

項

各

号

中

「

期

末

手

当

」

の

下

に

「

及

び

勤

勉

手

当

」

を

加

え

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 14 -



東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子





東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

四

号

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

（

昭

和

五

十

五

年

五

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

十

七

条

の

見

出

し

及

び

同

条

中

「

第

九

条

第

二

項

た

だ

し

書

」

を

「

第

八

条

第

一

号

た

だ

し

書

及

び

第

九

条

第

一

項

第

三

号

た

だ

し

書

」

に

改

め

、

同

条

第

一

号

中

「

二

十

人

」

を

「

十

人

以

下

」

に

改

め

、

同

条

第

二

号

中

「

十

室

」

を

「

五

室

以

下

」

に

改

め

る

。

第

十

八

条

中

「

第

九

条

第

二

項

第

二

号

イ

」

を

「

第

九

条

第

一

項

第

三

号

イ

」

に

改

め

、

同

（２）

条

第

一

号

中

「

二

十

五

分

」

を

「

お

お

む

ね

十

分

」

に

、

「

場

所

に

管

理

事

務

所

等

が

あ

り

」

を

「

体

制

が

整

備

さ

れ

、

か

つ

」

に

改

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

現

に

旅

館

業

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

三

十

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

経

営

の

許

可

を

受

け

て

い

る

営

業

施

設

及

び

現

に

当

該

許

可

の

申

請

が

な

さ

れ

て

い

る

施

設

で

あ

っ

て

、

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

条

例

（

平

成

二

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

号

）

第

九

条

第

一

項

第

三

号

の

規

定

に

よ

り

難

い

も

の

に

係

る

同

号

た

だ

- 1 -



し

書

の

規

模

に

つ

い

て

は

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

第

十

七

条

各

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

以

後

に

構

造

設

備

の

変

更

（

宿

泊

定

員

又

は

客

室

数

の

増

加

を

伴

う

も

の

に

限

る

。

）

を

す

る

営

業

施

設

に

係

る

当

該

規

模

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

- 2 -



東

京

都

北

区

立

保

育

所

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

五

号

東

京

都

北

区

立

保

育

所

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

立

保

育

所

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

東

京

都

北

区

立

豊

島

つ

ぼ

み

保

育

園

の

項

を

削

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

六

号

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

一

の

項

及

び

東

京

都

北

区

田

端

ぽ

ぷ

ら

ク

ラ

ブ

第

二

の

項

中

「

四

〇

」

を

「

五

〇

」

に

改

め

る

。

別

記

第

一

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

- 1 -



第１号様式（第４条関係） 
学 童 ク ラ ブ 利 用 申 請 書 

東京都北区長 殿  
下記のとおり、学童クラブ利用の申請をします。  
申請日(西暦)     年   月   日 申請区分 いずれかにチェック ▶  □ 新規  □ 継続 

住所 〒    −      

携帯電話 
番号等 

保 護 者 １ 保 護 者 ２ 
   ―     ―        ―     ―      

● 児童の住所が保護者の住所と異なる場合等は備考欄に記入してください。  
【区処理欄】※ ここは記入しないでください。 

受理者 学童クラブ名 確認者 館長・所長 事務局担当者 

      
受付番号 登録日 登録番号 

/  /  /  /  /  / /  / /  / /  / 
 

申
請
児
童

フ リ ガ ナ 
生 年 月 日 在籍している（する予定） 

の小学校名・学年 
（新 1 年生の場合）通園して
いる幼稚園・保育園 氏名 

 年(西暦) 月 日 
  小学校 

 
         （新）       年生 

家庭からクラブまでの時間 ▶   片道｜約       分 

保
護
者
１
（
申
請
者
） 

フ リ ガ ナ 続
柄 利用を希望する理由 保護者１の就労先 氏名 

 

 

□就労 □出産予定  

□疾病・障害 □看護・介護 

□学生・技能習得 □求職中 

□その他（       ） 

名称  

 
所在地  
電話     ー     ー     
就労先からクラブまで（片道） 約   分 

保
護
者
２ 

フ リ ガ ナ 続
柄 利用を希望する理由 保護者２の就労先 氏名 

 

 

□就労 □出産予定  

□疾病・障害 □看護・介護 

□学生・技能習得 □求職中 

□その他（        ） 

名称  

 
所在地  
電話     ー     ー     
就労先からクラブまで（片道） 約   分 

同
居
家
族 

保護者１、２以外に同居家族がいる場合には、下欄にその方全員を記入してください。 
氏名 続柄 生年月日(西暦) 職業・学校（学年）・在園名等 

      年   月   日  

      年   月   日  

      年   月   日  

      年   月   日  

申請児童の 
発育状況等 

お子さんの病気やアレルギー、発育などで心配なことがある場合は、その内容をご記入ください。 
内容 ▶  

お持ちの場合は記入 ▶ 身体障害者手帳（     級）  東京都愛の手帳（     度） 
生活保護の状況 生活保護の適用がある場合にはチェック ▶ □ 適用あり 

土曜育成の希望 土曜日利用を希望する場合は 
右欄の利用する日にチェック ▶ 

第 1 土曜日 第 2 土曜日 第 3 土曜日 第 4 土曜日 第 5 土曜日 
□ □ □ □ □ 

備考  

- 2 -



別

記

第

四

号

様

式

か

ら

第

六

号

様

式

の

四

ま

で

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

- 3 -



 
第４号様式（第５条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 利 用 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
     年  月  日付けで申請のあった学童クラブ利用について、次のとおり承認します。 
 

児 童 氏 名  

児童生年月日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

学童クラブ名  

承 認 期 間        年  月  日 から    年  月  日 まで   

遵守する事項 
１ 申請書の記載事項に変更があったときは、直ちに届け出ること。 
 
２ 児童を欠席させ、又は早退させるときは、事前に学童クラブに連絡すること。 

 □ 特になし   □ あり（次のとおり） 

利 用 の 条 件 
 

 

  

 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第５号様式（第６条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 利 用 不 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
      年  月  日付けで申請のあった学童クラブ利用について、審査の結果、次のとおり
承認しないことを決定したので通知します。 

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年  月  日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

不 承 認 理 由  

備 考 

 

 

 

 

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以
内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第６号様式（第６条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 利 用 待 機 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
      年  月  日付けで申請のあった学童クラブ利用について、定員に達しているため、
選考基準指数を算出した結果、次のとおり待機させることを決定したので通知します。 

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年  月  日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

待 機 の 理 由  

選 考 基 準 指 数      点 

待 機 期 間        年  月  日 から       年  月  日 まで 

待 機 内 容 
上記の待機期間に、希望する学童クラブに欠員が生じた場合は、申請があったも
のとみなして東京都北区学童クラブの運営に関する条例施行規則第５条の規定に
より利用の承認を行う。 

 １ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月
以内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを
知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経
過すると審査請求をすることができなくなります。）。 

 ２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京
都北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処
分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日か
ら起算して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取
消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、
当該審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取
消しの訴えを提起することができます。 
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第６号様式の２（第６条の２関係） 
 

学 童 ク ラ ブ 延 長 利 用 申 請 書 
東京都北区長 殿 
 
 １から３までの留意事項を確認の上、次のとおり、学童クラブの延長利用の申請をします。 
 
１ 延長利用ができるのは、保護者の就労等（通勤時間を含む。）の時間が午後６時を超えるご家庭の

児童が対象です。学童クラブ利用申請時に提出の勤務証明書等により利用対象となるかの確認を行い
ます。なお、延長利用をした場合は、原則、お迎えが必要です。 

２ 児童１名ごとに申請が必要です。 
３ 延長利用を辞退する場合は、「学童クラブ延長利用辞退申出書」を学童クラブにご提出ください。 

申請日       年     月     日 

申
請
者（
保
護
者
） 

氏名  

住所  

電話  

児
童 

フリガナ  

氏名  

生年月日       年     月     日 

小学校名  学年 （新）     年生 

申
請
理
由 

申請理由として当てはまるものにチェックをしてください。 

就労 出産予定 疾病・障害 看護・介護 
学生・技能 

習得中 
求職 その他 

□ □ □ □ □ □ □ 
その他の内容を記入してください。  

事務処理欄  
       
【区処理欄】※ここは記入しないでください。 

受理者 学童クラブ名 確認者 館長・所長 事務局担当者 

 
     

受付番号 登録年月日 登録番号 
/ /  / /  / / / / / / / / 
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第６号様式の３（第６条の２関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 延 長 利 用 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
  年  月  日付けで申請のあった学童クラブ延長利用について、次のとおり承認します。 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

承 認 期 間       年  月  日から    年  月  日まで 

遵 守 す る 事 項 
１ 申請書の記載事項に変更があったときは、直ちに届け出ること。 
２ 児童を欠席させ、又は早退させるときは、事前に学童クラブに連絡するこ

と。 

利 用 の 条 件 

□ 特になし   □ あり（次のとおり） 

 

 

 

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以
内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第６号様式の４（第６条の２関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 延 長 利 用 不 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
     年  月  日付けで申請のあった学童クラブ延長利用について、審査の結果、次のとお

り承認しないことを決定したので通知します。 

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

不 承 認 理 由  

備 考 

 

 

 

 

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以
内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

十

二

月

二

十

五

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

別

記

第

一

号

様

式

及

び

第

四

号

様

式

か

ら

第

六

号

様

式

の

四

ま

で

の

改

正

規

定

並

び

に

次

項

の

規

定

は

、

令

和

五

年

十

二

月

六

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

一

号

様

式

及

び

第

四

号

様

式

か

ら

第

六

号

様

式

の

四

ま

で

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

空

家

等

対

策

の

推

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

五

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

七

号

東

京

都

北

区

空

家

等

対

策

の

推

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

空

家

等

対

策

の

推

進

に

関

す

る

特

別

措

置

法

施

行

細

則

（

平

成

三

十

年

八

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

三

条

中

「

第

十

四

条

第

一

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

一

項

」

に

改

め

る

。

第

四

条

中

「

第

十

四

条

第

二

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

二

項

」

に

改

め

る

。

第

五

条

第

一

項

中

「

第

十

四

条

第

三

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

三

項

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

第

十

四

条

第

四

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

四

項

」

に

改

め

、

同

条

第

三

項

中

「

第

十

四

条

第

七

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

七

項

」

に

改

め

、

同

条

第

四

項

中

「

第

十

四

条

第

十

一

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

十

三

項

」

に

改

め

る

。

第

六

条

第

一

項

中

「

第

十

四

条

第

九

項

」

を

「

第

二

十

二

条

第

九

項

」

に

改

め

る

。

別

記

第

一

号

様

式

中

「

第
1
6
条

第
２

項
」

を

「

第
3
0
条

第
２

項

」

に

改

め

る

。

別

記

第

二

号

様

式

中

「

第
1
4
条

第
１

項
」

を

「

第
2
2
条

第
１

項

」

に

、

「

当
該

職
員

又
は

」

（裏）

、

を

「

空
家

等
の

所
有

者
等

に
対

し
当

該
空

家
等

に
関

す
る

事
項

に
関

し
報

告
さ

せ
又

は
そ

、
、

、

の
職

員
若

し
く

は

」

に

改

め

る

。

別

記

第

三

号

様

式

中

「

第
1
4
条

第
１

項

」

を

「

第
2
2
条

第
１

項

」

に

、

「

第
1
4
条

第
２

項

」

を

「

第
2
2
条

第
２

項

」

に

改

め

る

。
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別

記

第

四

号

様

式

中

「

第
1
4
条

第
２

項

」

を

「

第
2
2
条

第
２

項

」

に

改

め

、

同

様

式

中

（表）

（裏）

「

第
1
4
条

第
３

項

」

を

「

第
2
2
条

第
３

項

」

に

改

め

る

。

別

記

第

五

号

様

式

中

「

第
1
4
条

第
３

項

」

を

「

第
2
2
条

第
３

項

」

に

改

め

、

同

様

式

中

（表）

（裏）

「

第
1
6
条

第
１

項

」

を

「

第
3
0
条

第
１

項

」

に

、

「

第
1
4
条

第
９

項

」

を

「
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」

に

改

め

る
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別
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号
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に
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記

第
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号

様

式
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式

中
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4
条

第
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項

」

を
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第
2
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条

第
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項

」

に

改

（表）
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め

る

。

別

記

第
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一

号

様

式

中

「
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条

」

を
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第
2
2
条

」

に
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め

る

。

（裏）

付

則
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日

）
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こ
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は
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す

る

も

の

は

、

こ

の

規
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に

よ

る

改

正
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の

東

京
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空
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等
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正
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の

規

則

」

と

い

う

。
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記
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式

に
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と
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規
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の
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に
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す

る

標

識

に
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、
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に
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。
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京
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東

京

都

北

区

規

則
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七

十

八

号

東

京

都
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区

印

鑑

条

例

の
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部

を
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す

る
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（
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月
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京
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十
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号
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日

は

、
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年
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二

十
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と
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る

。
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則

こ

の

規
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は

、

公

布

の

日

か

ら
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行

す

る

。
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東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

十

三

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

七

十

九

号

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

六

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

記

第

六

号

様

式

中

「

ま
た

は

」

を

「

又
は

」

に

改

め

、

同

様

式

中

「

ま
た

は

」

を

「

又

（表）

（裏）

は

」

に

、

「

あ
わ

せ
て

」

を

「

併
せ

て

」

に

、

「

借
り

入
れ

」

を

「

借
入

れ

」

に

、

「

す
で

に

」

を

「

既
に

」

に

、

「

お
よ

び

」

を

「

及
び

」

に

改

め

、

「

※
所

得
税

と
住

民
税

で
異

な
る

課
税

方

式
を

選
択

さ
れ

る
場

合
は

「

特
定

配
当

等
申

告
書

・
特

定
株

式
等

譲
渡

所
得

金
額

申
告

書

」

を
、

ご
提

出
く

だ
さ

い

」

及

び

「
※

所
得

税
と

住
民

税
で

異
な

る
課

税
方

式
を

選
択

さ
れ

る
場

合
は

。

「

特
定

配
当

等
申

告
書

・
特

定
株

式
等

譲
渡

所
得

金
額

申
告

書

」

を
ご

提
出

く
だ

さ
い

」

を

削

。

り

、

「

荒
川

都
税

事
務

所

」

を

「

都
税

事
務

所

」

に

改

め

、

「

０
３

（

３
８

０
２

）

８
１

１

１

」

を

削

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

特

別

区

税

条

例

施

行

規

則

別

記

第

六

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

- 1 -



要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

- 2 -



東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

二

十

一

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

号

東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

会

計

事

務

規

則

（

昭

和

三

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

付

則

第

五

項

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

三

北

区

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

食

料

品

等

価

格

高

騰

支

援

給

付

金

追

加

支

給

事

務

実

施

要

綱

（

令

和

五

年

十

二

月

十

二

日

五

北

福

地

第

五

千

四

百

六

十

三

号

）

第

六

条

第

二

項

第

三

号

の

規

定

に

基

づ

き

窓

口

現

金

受

領

方

式

等

に

よ

り

支

給

す

る

低

所

得

世

帯

等

に

対

し

て

臨

時

的

な

措

置

と

し

て

実

施

す

る

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

・

食

料

品

等

価

格

高

騰

支

援

給

付

金

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 1 -



東

京

都

北

区

ひ

と

り

親

家

庭

等

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

二

十

一

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

一

号

東

京

都

北

区

ひ

と

り

親

家

庭

等

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

ひ

と

り

親

家

庭

等

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

元

年

十

二

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

二

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

十

二

条

た

だ

し

書

中

「

場

合

」

の

下

に

「

及

び

児

童

が

十

八

歳

に

達

し

た

日

の

属

す

る

年

度

の

末

日

を

経

過

し

た

場

合

（

別

表

一

に

定

め

る

程

度

の

障

害

の

状

態

に

あ

る

児

童

に

あ

つ

て

は

二

十

歳

に

達

し

た

場

合

）

」

を

加

え

る

。

別

記

第

一

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

- 1 -



第
１

号
様

式
(
第

１
４

条
関

係
)

受
付

確
認

年
月

日
　

　
　

　
　

・
　

 
　

・
個

人
コ

ー
ド

ひ
と

り
親

家
庭

等
医

療
費

助
成

制
度

の
医

療
証

の
交

付
を

申
請

し
ま

す
。

年
　

　
　

月
　

　
　

日
(
注

)
確

認
書

類
欄

は
次

の
書

類
番

号
を

記
入

の
こ

と
〔

１
身

障
手

帳
 
２

愛
の

手
帳
 
３

診
断

書
 
４

特
別

児
童

扶
養

手
当
 
５

そ
の

他
（

　
　
 
　

　
）
〕

１
国

保
 
　

　
２

組
合

 
　

　
３

協
会

　
　

４
共

済
　

　
５

後
期

高
齢

東
京

都
北

区
長

　
殿

人
人

人
人

(
イ

　
　

　
　

人
)

(
ロ

　
　

　
　

人
)

(
　

　
　

　
　

人
)

(
　

　
　

　
　

人
)

(
　

　
　

　
　

人
)

こ
の

届
に

記
載

し
た

状
況

に
つ

い
て

、
住

民
基

本
台

帳
、

課
税

台
帳

そ
の

他
の

公
簿

に
よ

り
確

認
す

る
こ

と
に

同
意

し
ま

す
。

人
人

人
人

*
　

　
　

　
　

　
　

　
円

*
　

　
　

　
　

　
　

　
円

*
　

　
　

　
　

　
　

　
円

*
　

　
　

　
　

　
　

　
円

年
　

　
　

　
月

　
　

　
　

日
生

〒
父

又
は

母
に

対
し

支
払

わ
れ

た
額

児
童

に
対

し
支

払
わ

れ
た
額

電
話

合
計

　
Ａ

＋
Ｂ

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

①
父

母
が

離
婚

　
 
②

父
母

が
死

亡
 
　

③
父

母
が

障
害

　
　

④
父

母
が

生
死

不
明

　
　

⑤
父

母
に

遺
棄

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

(
　

　
　

人
)
　

　
　

　
　

　
　
円

⑥
父

母
が

拘
禁

　
 
⑦

父
母

が
未

婚
 
　

⑧
そ

の
他

（
　

　
　

　
　

　
）

　
養

育
者

（
　

　
　

　
　

　
）

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

円
円

⑬
社

会
保

険
料

等
相

当
額

８
０

，
０

０
０
円

８
０

，
０

０
０
円

８
０

，
０

０
０
円

８
０

，
０

０
０
円

同
　

居
⑭

控
除

額
計

円
円

円
円

別
　

居
円

円
円

円

同
　

居
円

円
円

円

別
　

居
□

戸
籍

謄
本

（
本

人
・

子
）

　
　

□
健

康
保

険
証

（
本

人
・

子
）

　
　

□
課

税
証

明
（

本
人

・
扶

義
）

　
　

□
同

意
書

（
　

　
　

　
 
）

同
　

居
□

賃
貸

契
約

書
　

　
□

持
ち

家
の

証
明

　
　

□
公

共
料

金
領

収
書

　
　

□
民

生
委

員
証

明
　

　
□

児
扶

台
帳

　
　

□
そ

の
他

別
　

居
(
児

童
・

育
成

・
児

扶
・

特
児

・
子

)

同
　

居
(
住

民
年

月
日

)
　

　
　

　
 
・

　
　

　
　

・

別
　

居

(
注

)
＊

の
欄

は
記

入
し

な
い

で
く

だ
さ

い
。
　

住
所

続
柄

申
請
者

生
年

月
日

⑤
保

険
の

種
類

⑥
申

請
者

⑪
障

害
者

、
特

別
障

害
者

、
寡

婦
・

ひ
と

り
親

（
申

請
者

が
父

、
母

の
場

合
は

控
除

し
な

い
）

、
勤

労
学

生
の

別

氏
名

生
年

月
日

生
活

保
護

（
有

・
無

）

入　力

＊
⑯

所
得

限
度

額

＊
備

考

所得の状況

所得額　　　　＊控除額

　
年

分
所

得

父
又

は
母

に
対

し
支

払
わ

れ
た
額

の
８

割
相

当
額
 
Ａ

児
童

に
対

し
支

払
わ

れ
た

額
の
８

割
相

当
額
 
Ｂ

(
障

･
特

障
･
寡

･
ひ

と
り

親
･
勤

)

⑩
障

害
者

で
あ

る
控

除
対

象
配

偶
者

及
び

扶
養

親
族

の
数

個
人

番
号

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
）

確　認

⑦
上

記
以

外
で

前
々

年
１

２
月

３
１

日
に

お
い

て
申

請
者

に
よ

っ
て

生
計

を
維

持
し

て
い

る
児
童

氏
名

⑧
規

則
第
1
2
条

１
項

に
よ

る
所

得
の
額

⑫
そ

の
他

の
控

除

＊
⑮

控
除

後
の

所
得

額

⑨
規

則
第
1
1
条

に
定

め
る

金
品

等
の
額

障

審　査
＊

所
得

審
査

１
 
非

課
税

世
帯

　
　

２
 
課

税
世

帯

受　付

(
障

･
特

障
･
寡

･
ひ

と
り

親
･
勤

)

ひ
と

り
親

家
庭

等
医

療
費

助
成

制
度

医
　

療
　

証
　

交
　

付
　

申
　

請
　

書

フ
リ

ガ
ナ

住
所

氏
名

(
障

･
特

障
･
寡

･
ひ

と
り

親
･
勤

)
(
障

･
特

障
･
寡

･
ひ

と
り

親
･
勤

)

特
障

児
童

育
成

手
当

（
有

・
無

）

等
級

手
帳

等
の

番
号

確
認

書
類

氏
名

＊
　

障
　

害
　

確
　

認
　

　
の

　
内

　
容

発
行

者

⑦
配

偶
者

⑧
扶

養
義

務
者

⑥
控

除
対

象
配

偶
者

及
び

扶
養

親
族

の
合

計
数
(
う

ち
老

人
扶

養
親

族
の

数
(
申

請
者

に
つ

い
て

は
イ

老
人

控
除

対
象

配
偶

者
及

び
老

人
扶

養
親

族
の

合
計

数
、

ロ
特

定
扶

養
親

族
の

数
)
）

氏
名

フ
リ

ガ
ナ

別
居

の
別

③　家　庭　の　状　況

　があるとき

④児童に障害

障
害

名

同
 
 
 
居

②
ひ

と
り

親
家

庭
等

と
な

っ
た

事
由

①申 請 者
児

童
扶

養
手

当
（

有
・

無
）

親

- 2 -



別

記

第

三

号

様

式

及

び

第

三

号

様

式

の

二

中

「

や
、

有
効

期
間

を
経

過
し

た
と

き

」

を

削

（表１の裏）

（表１の裏）

る

。別

記

第

八

号

様

式

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。
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第８号様式(第２１条関係) 

 

児扶番号  

 育成番号  

 

 

 

 

 

ひとり親家庭等医療費助成制度現況届 

受給者番号  受付年月日 ・    ・  

氏 名  生年月日 年   月   日 

現住所  
今年１月１日現在の北区内の居住 有・無 

電話 （    ） 

受給状況 生活保護 有・無 児童扶養手当 有・無 児童育成手当 有・無 

対
象
家
族
の
状
況 

氏  名 № 続柄 生年月日 同居・別居 
子ども医療助成 

有 ・ 無 
障害者医療助成 

有 ・ 無 

   ・  ・ 同・別 有 ・ 無 有 ・ 無 

   ・  ・ 同・別 有 ・ 無 有 ・ 無 

   ・  ・ 同・別 有 ・ 無 有 ・ 無 

   ・  ・ 同・別 有 ・ 無 有 ・ 無 

   ・  ・ 同・別 有 ・ 無 有 ・ 無 

障
害
が
あ
る
時 

氏  名 種  別 等級  ・  度数 

 身障 ・ 愛の手帳 ・ 診断書 身障手帳  級 ・ 愛の手帳  度 

 身障 ・ 愛の手帳 ・ 診断書 身障手帳  級 ・ 愛の手帳  度 

扶
養
義
務
者 

氏  名 続柄 生年月日 氏  名 続柄 生年月日 

  ・  ・   ・  ・ 

  ・  ・   ・  ・ 

加
入
保
険 

保険の種類 
 １国保  ２組合  ３協会健保 

 ４日雇い ５船員  ６共済  ７後期高齢 

記号・番号  

保険者番号  
被保険者氏名  

 上記のとおり、現況届を提出します。 この届に記載した状況について、住民基本台帳、課税台帳等の公簿に

より確認することに同意します。 

 東京都北区長 殿 

                                       年  月  日 

氏 名           

備考欄  

区
処
理
欄 

受付 審査 入力 確認 受給事由  
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付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

二

十

二

条

た

だ

し

書

の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

ひ

と

り

親

家

庭

等

の

医

療

費

の

助

成

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

別

記

第

一

号

様

式

及

び

第

八

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

五

年

十

二

月

二

十

一

日

東

京

都

北

区

長

山

田

加

奈

子



東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

二

号

東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

五

号

）

の

全

部

を

改

正

す

る

。

（

目

的

）

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

運

営

に

関

す

る

条

例

（

令

和

五

年

十

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

十

一

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

関

し

、

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

実

施

場

所

及

び

定

員

）

第

二

条

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

実

施

場

所

及

び

各

学

童

ク

ラ

ブ

の

定

員

は

、

別

表

第

一

の

と

お

り

と

す

る

。

（

育

成

時

間

及

び

実

施

時

間

）

第

三

条

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

育

成

時

間

及

び

実

施

時

間

は

、

条

例

第

二

条

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

業

並

び

に

早

朝

延

長

利

用

及

び

夕

方

延

長

利

用

に

応

じ

、

別

表

第

二

の

と

お

り

と

す

る

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

す

る

児

童

の

保

護

者

の

う

ち

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

者

に

つ

い

て

は

、

育

成

時

間

（

土

曜

日

に

お

け

る

育

成

時

間

を

除

く

。

）

を

午

後

七

時

ま

で

延

長

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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３

前

二

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

は

、

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

育

成

時

間

及

び

実

施

時

間

を

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

休

業

日

）

第

四

条

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

休

業

日

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

こ

れ

を

変

更

し

、

又

は

臨

時

に

休

業

日

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

日

曜

日

（

別

表

第

三

に

掲

げ

る

学

童

ク

ラ

ブ

に

あ

っ

て

は

、

日

曜

日

及

び

土

曜

日

）

二

国

民

の

祝

日

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

七

十

八

号

）

に

規

定

す

る

休

日

三

十

二

月

二

十

九

日

か

ら

翌

年

の

一

月

三

日

ま

で

の

日

（

前

号

に

掲

げ

る

日

を

除

く

。

）

（

利

用

承

認

基

準

）

第

五

条

条

例

第

四

条

第

一

項

及

び

第

三

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

利

用

承

認

基

準

（

以

下

「

利

用

承

認

基

準

」

と

い

う

。

）

は

、

保

護

者

が

次

に

掲

げ

る

事

由

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

場

合

で

、

か

つ

、

事

由

ご

と

に

区

長

が

別

に

定

め

る

要

件

に

該

当

す

る

場

合

と

す

る

。

一

労

働

す

る

こ

と

を

常

態

と

し

て

い

る

こ

と

。

二

妊

娠

中

で

あ

る

か

又

は

出

産

後

間

も

な

い

こ

と

。

三

疾

病

に

か

か

り

、

若

し

く

は

負

傷

し

、

又

は

精

神

若

し

く

は

身

体

に

障

害

を

有

し

て

い

る

こ

と

。

四

長

期

に

わ

た

り

疾

病

の

状

態

に

あ

る

又

は

精

神

若

し

く

は

身

体

に

障

害

を

有

す

る

親

族

を
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常

時

介

護

し

て

い

る

こ

と

。

五

火

災

そ

の

他

の

災

害

の

復

旧

に

当

た

っ

て

い

る

こ

と

。

六

就

学

又

は

技

能

習

得

を

し

て

い

る

こ

と

。

七

求

職

を

し

て

い

る

こ

と

。

八

区

長

が

認

め

る

前

各

号

に

類

す

る

状

態

に

あ

る

こ

と

。

（

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

申

請

）

第

六

条

条

例

第

五

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

利

用

申

請

書

（

別

記

第

一

号

様

式

）

に

区

長

が

別

に

定

め

る

就

労

証

明

書

又

は

申

出

書

（

別

記

第

二

号

様

式

）

を

添

え

て

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

申

請

書

の

提

出

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

休

業

日

（

土

曜

日

を

除

く

。

）

を

除

い

て

随

時

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

四

月

一

日

（

そ

の

日

が

休

業

日

に

当

た

る

と

き

は

そ

の

直

後

の

休

業

日

で

な

い

日

。

以

下

同

じ

。

）

か

ら

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

者

の

申

請

に

つ

い

て

は

、

区

長

が

別

に

定

め

る

期

間

内

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

四

月

一

日

か

ら

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

者

が

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

区

長

が

別

に

定

め

る

期

間

経

過

後

に

申

請

を

行

っ

た

場

合

の

次

条

又

は

第

八

条

に

規

定

す

る

手

続

（

以

下

「

審

査

決

定

手

続

」

と

い

う

。

）

は

、

当

該

期

間

内

に

申

請

を

行

っ

た

者

に

係

る

審

査

決

定

手

続

終

了

後

に

行

う

。

（

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

承

認

）
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第

七

条

区

長

は

、

前

条

第

一

項

に

規

定

す

る

学

童

ク

ラ

ブ

利

用

申

請

書

が

提

出

さ

れ

た

と

き

は

、

利

用

承

認

基

準

そ

の

他

必

要

な

事

項

に

つ

い

て

審

査

を

行

う

。

２

区

長

は

、

審

査

を

行

う

に

当

た

っ

て

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

児

童

の

保

護

者

に

面

接

し

、

又

は

必

要

と

認

め

る

書

類

の

提

出

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

区

長

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

申

請

を

行

っ

た

者

に

つ

い

て

、

利

用

承

認

基

準

に

基

づ

き

別

に

定

め

る

指

数

に

よ

り

算

出

し

た

数

値

の

高

い

者

か

ら

順

次

利

用

承

認

の

決

定

を

行

う

方

式

（

以

下

「

順

位

決

定

方

式

」

と

い

う

。

）

に

よ

り

当

該

利

用

承

認

を

行

う

も

の

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

は

、

別

表

第

一

に

定

め

る

定

員

、

利

用

の

申

請

状

況

等

か

ら

順

位

決

定

方

式

に

よ

る

必

要

が

な

い

と

認

め

る

と

き

は

、

利

用

承

認

基

準

に

該

当

す

る

全

て

の

者

に

つ

い

て

、

順

位

決

定

方

式

に

よ

ら

ず

利

用

承

認

の

決

定

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

４

前

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

承

認

の

期

間

は

、

四

月

一

日

か

ら

利

用

を

開

始

す

る

場

合

は

四

月

一

日

か

ら

翌

年

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

、

そ

の

他

の

場

合

は

利

用

承

認

の

日

か

ら

当

該

日

以

後

に

お

け

る

最

初

の

三

月

三

十

一

日

ま

で

と

す

る

。

た

だ

し

、

区

長

は

、

第

五

条

第

二

号

又

は

第

七

号

に

該

当

す

る

場

合

に

あ

っ

て

は

、

別

に

利

用

承

認

期

間

を

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

区

長

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

承

認

を

決

定

し

た

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

利

用

承

認

通

知

書

（

別

記

第

三

号

様

式

）

に

よ

り

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

（

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

不

承

認

）

第

八

条

区

長

は

、

条

例

第

六

条

第

一

項

第

二

号

又

は

第

三

号

の

規

定

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と
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き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

利

用

不

承

認

通

知

書

（

別

記

第

四

号

様

式

）

に

よ

り

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

２

区

長

は

、

条

例

第

六

条

第

一

項

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

利

用

の

承

認

を

し

な

い

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

利

用

待

機

通

知

書

（

別

記

第

五

号

様

式

）

に

よ

り

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

区

長

は

、

当

該

児

童

が

利

用

を

開

始

し

よ

う

と

す

る

日

の

属

す

る

年

度

の

末

日

ま

で

の

間

に

、

利

用

を

希

望

す

る

学

童

ク

ラ

ブ

に

欠

員

が

生

じ

た

と

き

は

、

当

該

年

度

の

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

た

め

に

既

に

提

出

さ

れ

た

第

六

条

第

一

項

に

規

定

す

る

学

童

ク

ラ

ブ

利

用

申

請

書

を

も

っ

て

、

当

該

児

童

の

保

護

者

か

ら

新

た

に

申

請

が

あ

っ

た

も

の

と

み

な

し

て

前

条

に

規

定

す

る

手

続

を

行

う

。

（

学

童

ク

ラ

ブ

延

長

利

用

の

申

請

等

）

第

九

条

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

（

第

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

延

長

さ

れ

た

育

成

時

間

に

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

す

る

こ

と

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

を

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

延

長

利

用

申

請

書

（

別

記

第

六

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

申

請

書

の

提

出

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

休

業

日

（

土

曜

日

を

除

く

。

）

を

除

い

て

随

時

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

四

月

一

日

か

ら

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

を

し

よ

う

と

す

る

者

の

申

請

に

つ

い

て

は

、

第

六

条

第

二

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

期

間

に

行

う

同

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

申

請

書

の

提

出

と

併

せ

て

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

区

長

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

学

童

ク

ラ

ブ

延

長

利

用

申

請

書

が

提

出

さ

れ

た

と

き

は

、

学
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童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

を

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

の

就

労

状

況

そ

の

他

必

要

な

事

項

に

つ

い

て

審

査

を

行

う

。

４

区

長

は

、

審

査

を

行

う

に

当

た

っ

て

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

児

童

の

保

護

者

に

面

接

し

、

又

は

必

要

と

認

め

る

書

類

の

提

出

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

区

長

は

、

第

三

項

の

審

査

を

行

い

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

の

承

認

を

決

定

し

た

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

延

長

利

用

承

認

通

知

書

（

別

記

第

七

号

様

式

）

に

よ

り

、

条

例

第

六

条

第

一

項

第

三

号

の

規

定

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

延

長

利

用

不

承

認

通

知

書

（

別

記

第

八

号

様

式

）

に

よ

り

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

６

前

項

の

規

定

に

よ

る

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

の

承

認

の

期

間

に

つ

い

て

は

、

第

七

条

第

四

項

の

規

定

を

準

用

す

る

。

７

区

長

は

、

前

条

第

二

項

後

段

の

規

定

に

よ

り

第

七

条

に

規

定

す

る

手

続

を

行

う

と

き

は

、

当

該

年

度

の

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

の

た

め

に

既

に

提

出

さ

れ

た

第

一

項

に

規

定

す

る

学

童

ク

ラ

ブ

延

長

利

用

申

請

書

を

も

っ

て

、

当

該

児

童

の

保

護

者

か

ら

新

た

に

申

請

が

あ

っ

た

も

の

と

み

な

し

て

第

三

項

か

ら

前

項

ま

で

に

規

定

す

る

手

続

を

行

う

も

の

と

す

る

。

（

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

の

申

込

み

等

）

第

十

条

条

例

第

五

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

の

申

込

み

を

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

わ

く

わ

く

☆

ひ

ろ

ば

（

一

般

登

録

）

登

録

申

込

書

（

別

記

第

九

号

様

式

）

を

あ

ら

か

じ

め

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
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２

前

項

の

申

込

書

の

提

出

は

、

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

休

業

日

を

除

い

て

随

時

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

３

区

長

は

、

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

、

申

込

書

の

提

出

が

あ

り

、

利

用

登

録

の

申

込

み

を

適

当

と

認

め

る

と

き

は

、

当

該

申

込

に

係

る

児

童

を

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

者

と

し

て

登

録

す

る

も

の

と

す

る

。

４

前

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

登

録

の

期

間

は

、

登

録

し

た

日

か

ら

小

学

校

、

義

務

教

育

学

校

の

前

期

課

程

又

は

特

別

支

援

学

校

の

小

学

部

を

卒

業

し

、

又

は

修

了

す

る

ま

で

の

間

と

す

る

。

（

早

朝

延

長

利

用

及

び

夕

方

延

長

利

用

の

申

請

等

）

第

十

一

条

条

例

第

五

条

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

を

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

申

請

書

（

別

記

第

十

号

様

式

）

に

区

長

が

別

に

定

め

る

就

労

証

明

書

又

は

申

出

書

を

添

え

て

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

前

項

の

申

請

書

の

提

出

は

、

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

休

業

日

を

除

い

て

随

時

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

四

月

一

日

か

ら

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

を

し

よ

う

と

す

る

者

の

申

請

に

つ

い

て

は

、

区

長

が

別

に

定

め

る

期

間

内

に

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

３

区

長

は

、

第

一

項

に

規

定

す

る

申

請

書

が

提

出

さ

れ

た

と

き

は

、

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

を

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

の

就

労

状

況

そ

の

他

必

要

な

事

項

に

つ

い

て

審

査

を

行

う

。
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４

区

長

は

、

審

査

を

行

う

に

当

た

っ

て

必

要

と

認

め

る

と

き

は

、

児

童

の

保

護

者

に

面

接

し

、

又

は

必

要

と

認

め

る

書

類

の

提

出

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

５

区

長

は

、

第

三

項

の

審

査

を

行

い

、

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

の

承

認

を

決

定

し

た

と

き

は

、

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

承

認

通

知

書

（

別

記

第

十

一

号

様

式

）

に

よ

り

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

６

前

項

の

規

定

に

よ

る

利

用

承

認

の

期

間

は

、

四

月

か

ら

翌

年

の

三

月

ま

で

の

月

を

単

位

と

し

た

間

に

お

い

て

、

区

長

が

認

め

た

月

と

す

る

。

７

区

長

は

、

条

例

第

六

条

第

二

項

第

一

号

又

は

第

二

号

の

規

定

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

一

般

登

録

早

朝

延

長

・

夕

方

延

長

利

用

不

承

認

通

知

書

（

別

記

第

十

二

号

様

式

）

に

よ

り

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

（

育

成

料

の

徴

収

方

法

）

第

十

二

条

条

例

第

七

条

に

規

定

す

る

育

成

料

は

、

毎

月

末

日

ま

で

に

当

月

分

を

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

二

月

分

以

上

の

育

成

料

を

前

納

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

２

第

七

条

第

五

項

又

は

第

九

条

第

五

項

の

規

定

に

よ

り

通

知

さ

れ

た

利

用

承

認

の

期

間

の

初

日

（

以

下

「

利

用

承

認

日

」

と

い

う

。

）

が

月

の

初

日

（

そ

の

日

が

第

四

条

に

規

定

す

る

休

業

日

に

当

た

る

と

き

は

、

そ

の

直

後

の

休

業

日

で

な

い

日

。

次

項

に

お

い

て

同

じ

。

）

以

外

の

日

で

あ

る

と

き

は

、

そ

の

月

分

の

育

成

料

は

徴

収

し

な

い

。

３

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

、

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

を
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辞

退

し

た

日

の

属

す

る

月

分

の

育

成

料

は

徴

収

す

る

。

（

育

成

料

の

減

免

）

第

十

三

条

条

例

第

八

条

に

規

定

す

る

学

童

ク

ラ

ブ

の

育

成

料

（

延

長

利

用

の

た

め

の

育

成

料

を

含

む

。

）

の

減

額

又

は

免

除

の

基

準

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ

る

場

合

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

と

お

り

と

す

る

。

一

児

童

の

保

護

者

が

生

活

保

護

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

百

四

十

四

号

）

に

よ

り

保

護

を

受

け

て

い

る

と

き

。

免

除

二

利

用

年

度

に

お

い

て

保

護

者

の

住

民

税

が

非

課

税

で

あ

る

と

き

。

た

だ

し

、

保

護

者

が

他

の

者

に

扶

養

さ

れ

て

い

る

と

き

は

、

そ

の

扶

養

者

が

利

用

年

度

に

お

い

て

非

課

税

で

あ

る

と

き

。

免

除

三

利

用

年

度

に

お

い

て

東

京

都

北

区

教

育

委

員

会

が

認

定

す

る

就

学

援

助

受

給

者

で

あ

る

と

き

（

前

二

号

に

掲

げ

る

場

合

を

除

く

。

）

。

五

割

減

額

四

生

計

を

一

に

す

る

世

帯

か

ら

、

二

人

以

上

の

児

童

が

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

す

る

と

き

（

前

三

号

に

掲

げ

る

場

合

を

除

く

。

）

。

当

該

児

童

の

う

ち

最

年

長

児

童

を

除

く

児

童

の

育

成

料

に

つ

い

て

五

割

減

額

五

食

物

ア

レ

ル

ギ

ー

に

係

る

疾

患

を

有

す

る

等

の

理

由

に

よ

り

、

お

や

つ

等

の

提

供

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

（

前

各

号

に

掲

げ

る

場

合

を

除

く

。

）

。

月

額

千

五

百

円

減

額

六

第

三

号

又

は

第

四

号

に

掲

げ

る

場

合

に

該

当

し

、

か

つ

前

号

に

掲

げ

る

場

合

に

該

当

す

る
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と

き

（

前

各

号

に

掲

げ

る

場

合

を

除

く

。

）

。

月

額

四

千

円

減

額

七

そ

の

他

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

。

区

長

が

そ

の

都

度

定

め

る

額

を

減

額

２

条

例

第

八

条

に

規

定

す

る

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

の

育

成

料

の

減

額

又

は

免

除

の

基

準

は

、

前

項

第

一

号

か

ら

第

四

号

ま

で

及

び

第

七

号

の

規

定

を

準

用

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

同

項

第

四

号

中

「

学

童

ク

ラ

ブ

」

と

あ

る

の

は

「

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

」

と

読

み

替

え

る

も

の

と

す

る

。

（

育

成

料

の

減

免

申

請

）

第

十

四

条

前

条

の

規

定

に

よ

り

、

育

成

料

の

減

額

又

は

免

除

を

受

け

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

育

成

料

減

額

免

除

申

請

書

兼

同

意

書

（

別

記

第

十

三

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

２

区

長

は

、

育

成

料

を

減

額

又

は

免

除

す

る

こ

と

を

決

定

し

た

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

育

成

料

減

額

免

除

承

認

通

知

書

（

別

記

第

十

四

号

様

式

）

に

よ

り

、

減

額

又

は

免

除

し

な

い

こ

と

を

決

定

し

た

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

育

成

料

減

額

免

除

不

承

認

通

知

書

（

別

記

第

十

五

号

様

式

）

に

よ

り

、

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

（

育

成

料

の

還

付

）

第

十

五

条

条

例

第

九

条

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

既

納

の

育

成

料

の

還

付

は

、

次

の

各

号

に

掲

げ
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る

場

合

に

応

じ

、

当

該

各

号

に

定

め

る

額

に

つ

い

て

行

う

も

の

と

す

る

。

一

利

用

を

辞

退

し

た

と

き

利

用

辞

退

日

の

属

す

る

月

の

翌

月

分

以

降

の

育

成

料

の

額

二

育

成

料

の

減

額

又

は

免

除

を

す

る

こ

と

を

決

定

し

た

と

き

当

該

決

定

に

係

る

額

三

前

二

号

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

区

長

が

相

当

と

認

め

る

額

（

育

成

料

の

還

付

申

請

）

第

十

六

条

前

条

の

規

定

に

よ

り

育

成

料

の

還

付

を

受

け

よ

う

と

す

る

保

護

者

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

育

成

料

還

付

請

求

書

（

別

記

第

十

六

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

育

成

料

の

充

当

）

第

十

七

条

第

十

五

条

の

規

定

に

よ

り

育

成

料

の

還

付

を

行

う

場

合

に

お

い

て

、

還

付

を

受

け

る

保

護

者

に

当

該

保

護

者

が

納

付

す

べ

き

育

成

料

に

つ

い

て

未

納

の

も

の

が

あ

る

と

き

は

、

区

長

は

、

当

該

還

付

額

を

当

該

保

護

者

が

納

付

す

べ

き

育

成

料

に

充

当

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

利

用

承

認

及

び

利

用

登

録

の

取

消

し

）

第

十

八

条

区

長

は

、

条

例

第

十

条

の

規

定

に

よ

り

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

の

承

認

、

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

登

録

又

は

早

朝

延

長

利

用

若

し

く

は

夕

方

延

長

利

用

の

承

認

を

取

り

消

し

た

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

（

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

）

利

用

承

認

・

登

録

取

消

通

知

書

（

別

記

第

十

七

号

様

式

）

に

よ

り

、

児

童

の

保

護

者

に

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。
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２

条

例

第

十

条

第

一

項

第

三

号

に

規

定

す

る

長

期

間

と

は

、

お

お

む

ね

三

十

日

間

と

す

る

。

（

利

用

の

停

止

）

第

十

九

条

区

長

は

、

条

例

第

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

学

童

ク

ラ

ブ

又

は

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

の

停

止

を

す

る

と

き

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

（

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

）

利

用

停

止

通

知

書

（

別

記

第

十

八

号

様

式

）

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

２

前

項

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

は

、

緊

急

に

学

童

ク

ラ

ブ

又

は

放

課

後

子

ど

も

教

室

の

利

用

の

停

止

を

す

る

必

要

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

職

員

を

し

て

当

該

利

用

の

停

止

に

つ

い

て

、

口

頭

に

よ

り

行

わ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

利

用

辞

退

の

申

出

）

第

二

十

条

学

童

ク

ラ

ブ

の

利

用

、

学

童

ク

ラ

ブ

の

延

長

利

用

、

早

朝

延

長

利

用

又

は

夕

方

延

長

利

用

を

辞

退

し

よ

う

と

す

る

児

童

の

保

護

者

は

、

学

童

ク

ラ

ブ

・

一

般

登

録

早

朝

・

夕

方

延

長

利

用

辞

退

申

出

書

（

別

記

第

十

九

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

保

護

者

の

届

出

事

項

）

第

二

十

一

条

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

を

利

用

し

て

い

る

児

童

の

保

護

者

は

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

き

は

、

変

更

届

（

別

記

第

二

十

号

様

式

）

に

よ

り

、

速

や

か

に

区

長

に

届

け

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

保

護

者

に

変

更

が

あ

っ

た

と

き

。

二

保

護

者

及

び

児

童

の

連

絡

先

等

に

変

更

が

あ

っ

た

と

き

。

- 12 -



２

学

童

ク

ラ

ブ

を

利

用

す

る

保

護

者

は

、

児

童

を

欠

席

又

は

早

退

さ

せ

る

と

き

は

、

事

前

に

学

童

ク

ラ

ブ

に

連

絡

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

委

任

）

第

二

十

二

条

こ

の

規

則

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

別

に

定

め

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

次

項

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

準

備

行

為

）

２

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

の

利

用

の

た

め

に

必

要

な

準

備

行

為

は

、

こ

の

規

則

の

施

行

の

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。
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別

表

第

一

（

第

二

条

関

係

）

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

ラ

ン

名

実

施

場

所

定

員

（

人

）

王

子

放

課

後

子

ど

も

総

合

王

子

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

王

子

二

丁

目

プ

ラ

ン

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

一

七

番

四

十

号

四

〇

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

四

四

〇

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

五

四

〇

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

六

四

〇

王

子

小

ク

ラ

ブ

第

七

四

〇

王

子

第

一

放

課

後

子

ど

も

王

一

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

王

子

五

丁

目

総

合

プ

ラ

ン

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

一

十

四

番

十

八

号

四

〇

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

王

一

小

ク

ラ

ブ

第

四

四

〇

王

子

第

二

放

課

後

子

ど

も

王

二

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

王

子

本

町

二

総

合

プ

ラ

ン

王

二

小

ク

ラ

ブ

丁

目

二

番

五

号

六

五

王

子

第

三

放

課

後

子

ど

も

王

三

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

上

十

条

五

丁

総

合

プ

ラ

ン

王

三

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

二

番

三

号

四

〇

王

三

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

王

子

第

五

放

課

後

子

ど

も

王

五

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

上

十

条

二

丁

総

合

プ

ラ

ン

王

五

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

八

番

十

七

号

四

〇

王

五

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

豊

川

放

課

後

子

ど

も

総

合

豊

川

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

豊

島

三

丁

目

プ

ラ

ン

豊

川

小

ク

ラ

ブ

第

一

十

番

二

十

三

号

四

〇
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豊

川

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

豊

川

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

堀

船

放

課

後

子

ど

も

総

合

堀

船

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

堀

船

二

丁

目

プ

ラ

ン

堀

船

小

ク

ラ

ブ

第

一

十

一

番

九

号

四

〇

堀

船

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

堀

船

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

柳

田

放

課

後

子

ど

も

総

合

柳

田

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

豊

島

二

丁

目

プ

ラ

ン

柳

田

小

ク

ラ

ブ

第

一

十

一

番

二

十

号

四

〇

柳

田

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

東

十

条

放

課

後

子

ど

も

総

東

十

条

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

東

十

条

三

丁

合

プ

ラ

ン

東

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

四

番

二

十

三

号

四

〇

東

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

東

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

と

し

ま

若

葉

放

課

後

子

ど

と

し

ま

若

葉

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

豊

島

五

丁

目

も

総

合

プ

ラ

ン

と

し

ま

若

葉

小

ク

ラ

ブ

第

一

三

番

三

十

号

四

〇

と

し

ま

若

葉

小

ク

ラ

ブ

第

二

東

京

都

北

区

豊

島

五

丁

目

七

〇

五

番

五

―

百

七

号

十

条

放

課

後

子

ど

も

総

合

十

条

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

中

十

条

三

丁

プ

ラ

ン

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

一

番

六

号

四

〇

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

赤

羽

放

課

後

子

ど

も

総

合

赤

羽

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

赤

羽

一

丁

目

プ

ラ

ン

赤

羽

小

ク

ラ

ブ

第

一

二

十

四

番

六

号

四

〇

赤

羽

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

赤

羽

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

岩

淵

放

課

後

子

ど

も

総

合

岩

淵

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

岩

淵

町

六

番

プ

ラ

ン

岩

淵

小

ク

ラ

ブ

六

号

四

〇
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な

で

し

こ

放

課

後

子

ど

も

な

で

し

こ

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

志

茂

一

丁

目

総

合

プ

ラ

ン

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

一

三

十

四

番

十

七

号

七

〇

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

四

五

〇

第

四

岩

淵

放

課

後

子

ど

も

四

岩

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

赤

羽

三

丁

目

総

合

プ

ラ

ン

四

岩

小

ク

ラ

ブ

第

一

二

十

四

番

二

十

三

号

四

〇

四

岩

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

四

岩

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

梅

木

放

課

後

子

ど

も

総

合

梅

木

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

西

が

丘

二

丁

プ

ラ

ン

梅

木

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

二

十

一

番

十

五

号

四

〇

梅

木

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

都

の

北

学

園

放

課

後

子

ど

都

の

北

学

園

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

神

谷

二

丁

目

も

総

合

プ

ラ

ン

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

一

三

十

番

一

号

四

〇

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

四

四

〇

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

五

四

〇

桐

ケ

丘

郷

放

課

後

子

ど

も

桐

郷

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

桐

ケ

丘

一

丁

総

合

プ

ラ

ン

桐

郷

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

番

二

十

三

号

四

〇

桐

郷

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

桐

郷

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

袋

放

課

後

子

ど

も

総

合

プ

袋

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

赤

羽

北

二

丁

ラ

ン

袋

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

五

番

三

号

四

〇

袋

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

袋

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇
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八

幡

放

課

後

子

ど

も

総

合

八

幡

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

赤

羽

台

三

丁

プ

ラ

ン

八

幡

小

ク

ラ

ブ

目

十

八

番

五

号

四

〇

浮

間

放

課

後

子

ど

も

総

合

浮

間

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

浮

間

三

丁

目

プ

ラ

ン

浮

間

小

ク

ラ

ブ

第

一

四

番

二

十

七

号

四

〇

浮

間

小

ク

ラ

ブ

第

二

七

〇

浮

間

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

浮

間

小

ク

ラ

ブ

第

四

四

〇

西

浮

間

放

課

後

子

ど

も

総

西

浮

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

浮

間

二

丁

目

合

プ

ラ

ン

西

浮

小

ク

ラ

ブ

第

一

七

番

一

号

五

五

西

浮

小

ク

ラ

ブ

第

二

五

五

西

浮

小

ク

ラ

ブ

第

三

八

〇

赤

羽

台

西

放

課

後

子

ど

も

赤

台

西

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

赤

羽

台

二

丁

総

合

プ

ラ

ン

赤

台

西

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

一

番

三

十

四

号

四

五

赤

台

西

小

ク

ラ

ブ

第

二

東

京

都

北

区

赤

羽

西

五

丁

四

〇

目

七

番

五

号

西

が

丘

放

課

後

子

ど

も

総

西

が

丘

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

西

が

丘

一

丁

合

プ

ラ

ン

西

が

丘

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

二

番

十

四

号

四

〇

西

が

丘

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

滝

野

川

放

課

後

子

ど

も

総

滝

野

川

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

西

ケ

原

一

丁

合

プ

ラ

ン

滝

野

川

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

八

番

十

号

四

〇

滝

野

川

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

滝

野

川

小

ク

ラ

ブ

第

三

六

〇

滝

野

川

小

ク

ラ

ブ

第

四

四

〇

滝

野

川

第

二

放

課

後

子

ど

滝

二

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

滝

野

川

六

丁

も

総

合

プ

ラ

ン

滝

二

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

九

番

四

号

四

〇

滝

二

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇
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滝

二

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇

滝

野

川

第

三

放

課

後

子

ど

滝

三

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

滝

野

川

一

丁

も

総

合

プ

ラ

ン

滝

三

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

二

番

二

十

七

号

四

〇

滝

三

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

滝

野

川

第

四

放

課

後

子

ど

滝

四

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

東

田

端

二

丁

も

総

合

プ

ラ

ン

滝

四

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

五

番

二

十

三

号

八

〇

滝

四

小

ク

ラ

ブ

第

二

東

京

都

北

区

東

田

端

一

丁

三

五

滝

四

小

ク

ラ

ブ

第

三

目

十

二

番

十

四

号

三

五

滝

野

川

第

五

放

課

後

子

ど

滝

五

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

昭

和

町

三

丁

も

総

合

プ

ラ

ン

滝

五

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

三

番

十

二

号

四

〇

滝

五

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

西

ケ

原

放

課

後

子

ど

も

総

西

ケ

原

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

西

ケ

原

四

丁

合

プ

ラ

ン

西

ケ

原

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

九

番

二

十

一

号

四

〇

西

ケ

原

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

西

ケ

原

小

ク

ラ

ブ

第

三

東

京

都

北

区

西

ケ

原

四

丁

四

〇

目

五

十

一

番

二

十

八

号

谷

端

放

課

後

子

ど

も

総

合

谷

端

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

滝

野

川

七

丁

プ

ラ

ン

谷

端

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

十

二

番

十

七

号

四

〇

谷

端

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

田

端

放

課

後

子

ど

も

総

合

田

端

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

田

端

五

丁

目

プ

ラ

ン

四

番

一

号

田

端

小

ク

ラ

ブ

第

一

東

京

都

北

区

田

端

三

丁

目

五

〇

田

端

小

ク

ラ

ブ

第

二

二

十

四

番

十

四

号

五

〇

田

端

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

五

田

端

小

ク

ラ

ブ

第

四

四

五

滝

野

川

も

み

じ

放

課

後

子

滝

も

み

小

放

課

後

子

ど

も

教

室

東

京

都

北

区

滝

野

川

三

丁

- 18 -



ど

も

総

合

プ

ラ

ン

滝

も

み

小

ク

ラ

ブ

第

一

目

七

十

二

番

一

号

四

〇

滝

も

み

小

ク

ラ

ブ

第

二

四

〇

滝

も

み

小

ク

ラ

ブ

第

三

四

〇
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別

表

第

二

（

第

三

条

関

係

）
区

分

育

成

時

間

及

び

実

施

時

間

学

童

ク

ラ

ブ

実

施

校

の

授

業

日

放

課

後

か

ら

午

後

六

時

ま

で

実

施

校

の

休

業

日

午

前

八

時

十

五

分

か

ら

午

後

六

時

ま

で

放

課

後

子

ど

も

教

室

実

施

校

の

授

業

日

放

課

後

か

ら

午

後

五

時

（

十

一

月

か

ら

翌

年

の

二

月

ま

で

は

、

午

後

四

時

三

十

分

）

ま

で

実

施

校

の

休

業

日

午

前

九

時

か

ら

正

午

及

び

午

後

一

時

か

ら

午

後

五

時

（

十

一

月

か

ら

翌

年

の

二

月

ま

で

は

、

午

後

四

時

三

十

分

）

ま

で

早

朝

延

長

利

用

実

施

校

の

休

業

日

午

前

八

時

十

五

分

か

ら

午

前

九

時

ま

で

夕

方

延

長

利

用

実

施

校

の

授

業

日

午

後

五

時

（

十

一

月

か

ら

翌

年

の

二

月

ま

で

は

、

- 20 -



及

び

休

業

日

午

後

四

時

三

十

分

）

か

ら

午

後

六

時

ま

で

- 21 -



別

表

第

三

（

第

四

条

関

係

）

学

童

ク

ラ

ブ

名

王

五

小

ク

ラ

ブ

第

一

王

五

小

ク

ラ

ブ

第

二

東

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

一

東

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

二

東

十

条

小

ク

ラ

ブ

第

三

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

一

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

二

- 22 -



な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

三

な

で

し

こ

小

ク

ラ

ブ

第

四

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

一

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

二

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

三

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

四

都

の

北

学

園

ク

ラ

ブ

第

五

西

が

丘

小

ク

ラ

ブ

第

一

西

が

丘

小

ク

ラ

ブ

第

二

- 23 -



滝

五

小

ク

ラ

ブ

第

一

滝

五

小

ク

ラ

ブ

第

二

- 24 -



第１号様式（第６条関係） 
学 童 ク ラ ブ 利 用 申 請 書 

東京都北区長 殿  
下記のとおり、学童クラブ利用の申請をします。  
申請日(西暦)     年   月   日 申請区分 いずれかにチェック ▶  □ 新規  □ 継続 

住所 〒    −      

携帯電話 
番号等 

保 護 者 １ 保 護 者 ２ 
   ―     ―        ―     ―      

● 児童の住所が保護者の住所と異なる場合等は備考欄に記入してください。  
【区処理欄】※ ここは記入しないでください。 

受理者 学童クラブ名 確認者 館長・所長 事務局担当者 

      
受付番号 登録日 登録番号 

/  /  /  /  /  / /  / /  / /  / 
 

申
請
児
童

フ リ ガ ナ 
生 年 月 日 在籍している（する予定） 

の学校名・学年 
（新 1 年生の場合）通園して
いる幼稚園・保育園 氏名 

 年(西暦) 月 日 
  

 
         （新）       年生 

家庭からクラブまでの時間 ▶   片道｜約       分 

保
護
者
１
（
申
請
者
） 

フ リ ガ ナ 続
柄 利用を希望する理由 保護者１の就労先 氏名 

 

 

□就労 □出産予定  

□疾病・障害 □看護・介護 

□学生・技能習得 □求職中 

□その他（       ） 

名称  

 
所在地  
電話     ー     ー     
就労先からクラブまで（片道） 約   分 

保
護
者
２ 

フ リ ガ ナ 続
柄 利用を希望する理由 保護者２の就労先 氏名 

 

 

□就労 □出産予定  

□疾病・障害 □看護・介護 

□学生・技能習得 □求職中 

□その他（        ） 

名称  

 
所在地  
電話     ー     ー     
就労先からクラブまで（片道） 約   分 

同
居
家
族 

保護者１、２以外に同居家族がいる場合には、下欄にその方全員を記入してください。 
氏名 続柄 生年月日(西暦) 職業・学校（学年）・在園名等 

      年   月   日  

      年   月   日  

      年   月   日  

      年   月   日  

申請児童の 
発育状況等 

お子さんの病気やアレルギー、発育などで心配なことがある場合は、その内容をご記入ください。 
内容 ▶  

お持ちの場合は記入 ▶ 身体障害者手帳（     級）  東京都愛の手帳（     度） 
生活保護の状況 生活保護の適用がある場合にはチェック ▶ □ 適用あり 

土曜育成の希望 土曜日利用を希望する場合は 
右欄の利用する日にチェック ▶ 

第 1 土曜日 第 2 土曜日 第 3 土曜日 第 4 土曜日 第 5 土曜日 
□ □ □ □ □ 

備考  
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第２号様式（第６条、第１１条関係） 

申      出      書 
東京都北区長 殿 
 
学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長の利用申請に当たり、下記の内容に相違ないことを申し出ます。 
 

申 出 日        年     月     日 

申
出
者
（
保
護
者
） 

氏 名  

住 所  

電 話  

疾 

病 

・ 

心 

身 

障 

害 

疾病・障害名  

程 度  

入院先、療養
通院期間など  

看 
 

護 

・ 

介 
 

護 

看護介護を要
する者の氏名  

疾病・障害名  

程 度  

入院先、療養
通院期間など  

就 
 

学 
 

等 
名 称・場 所  電話 

番号    （   ）     

就学等の時間  通学 
時間    時間      分 

期 間      年   月   日 から     年   月   日 まで 

休 日 毎 週 （ 毎 月 ）   曜 日 （ 日 ）、 そ の 他 （     ） １ 箇 月  計   日 

そ 

の 

他 

保護に欠ける
具体的な理由  

保護に欠ける
期 間  

 記入上の注意 
  １ 該当する欄に○印を付け、必要事項を記入してください。 
  ２ 就学時間等が曜日により異なるときは、それが分かるように記入してください。 
  ３ 申出内容を確認できる書類の提出をお願いする場合があります。 
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第３号様式（第７条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 利 用 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
     年  月  日付けで申請のあった学童クラブ利用について、次のとおり承認します。 
 

児 童 氏 名  

児童生年月日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

学童クラブ名  

承 認 期 間        年  月  日 から    年  月  日 まで   

遵守する事項 
１ 申請書の記載事項に変更があったときは、直ちに届け出ること。 
 
２ 児童を欠席させ、又は早退させるときは、事前に学童クラブに連絡すること。 

 □ 特になし   □ あり（次のとおり） 

利 用 の 条 件 
 

 

  

 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第４号様式（第８条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 利 用 不 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
      年  月  日付けで申請のあった学童クラブ利用について、審査の結果、次のとおり
承認しないことを決定したので通知します。 

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年  月  日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

不 承 認 理 由  

備 考 

 

 

 

 

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以
内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第５号様式（第８条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 利 用 待 機 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
      年  月  日付けで申請のあった学童クラブ利用について、定員に達しているため、
選考基準指数を算出した結果、次のとおり待機させることを決定したので通知します。 

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年  月  日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

待 機 の 理 由  

選 考 基 準 指 数      点 

待 機 期 間        年  月  日 から       年  月  日 まで 

待 機 内 容 
上記の待機期間に、希望する学童クラブに欠員が生じた場合は、申請があったも
のとみなして東京都北区放課後子ども総合プランの運営に関する条例施行規則第
７条の規定により利用の承認を行う。 

 １ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月
以内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを
知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経
過すると審査請求をすることができなくなります。）。 

 ２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京
都北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処
分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日か
ら起算して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取
消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、
当該審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取
消しの訴えを提起することができます。 
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第６号様式（第９条関係） 
 

学 童 ク ラ ブ 延 長 利 用 申 請 書 
東京都北区長 殿 
 
 １から３までの留意事項を確認の上、次のとおり、学童クラブの延長利用の申請をします。 
 
１ 学童クラブ延長利用ができるのは、保護者の就労等（通勤時間を含む。）の時間が午後６時を超える

ご家庭の児童が対象です。学童クラブ利用申請時に提出の勤務証明書等により利用対象となるかの確
認を行います。なお、延長利用をした場合は、原則、お迎えが必要です。 

２ 児童１名につき１枚必要です。 
３ 延長利用を辞退する場合は、「学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用辞退申出書」を学童クラブ

にご提出ください。 

申請日       年     月     日 

申
請
者
（
保
護

者
） 

氏名  

住所  

電話  

児
童 

フリガナ  

氏名  

生年月日       年     月     日 

学校名  学年 （新）     年生 

申
請
理
由 

申請理由として当てはまるものにチェックをしてください。 

就労 出産予定 疾病・障害 看護・介護 
学生・技能 

習得中 
求職 その他 

□ □ □ □ □ □ □ 
その他の内容を記入してください。  

事務処理欄  
       
【区処理欄】※ここは記入しないでください。 

受理者 学童クラブ名 確認者 館長・所長 事務局担当者 

 
     

受付番号 登録年月日 登録番号 
/ /  / /  / / / / / / / / 
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第７号様式（第９条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 延 長 利 用 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
  年  月  日付けで申請のあった学童クラブ延長利用について、次のとおり承認します。 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

承 認 期 間       年  月  日から    年  月  日まで 

遵 守 す る 事 項 
１ 申請書の記載事項に変更があったときは、直ちに届け出ること。 
２ 児童を欠席させ、又は早退させるときは、事前に学童クラブに連絡するこ

と。 

利 用 の 条 件 

□ 特になし   □ あり（次のとおり） 

 

 

 

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以
内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第８号様式（第９条関係） 

年  月  日 
          様 

 
学 童 ク ラ ブ 延 長 利 用 不 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
     年  月  日付けで申請のあった学童クラブ延長利用について、審査の結果、次のとお

り承認しないことを決定したので通知します。 

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

学 童 ク ラ ブ 名  

不 承 認 理 由  

備 考 

 

 

 

 

１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以
内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第９号様式（第１０条関係） 
 

わくわく☆ひろば（一般登録）登録申込書  
東京都北区長 殿                            年   月   日申請  
わくわく☆ひろばの一般登録に申し込みます。あわせて、保険加入のため、保険会社に個人情報を提供することに同意します。  

ふりがな  
学
校 

 

学
年 

新学年を記入 
 
 

年生 
児童氏名 （   歳） 
生年月日      年    月    日生 

保護者氏名 続柄：   

兄
弟
姉
妹 

氏名 新学年 

住 所 
〒    ―  

 

年生  
 

 

年生 

電話 
番号 

携帯 （     ）  
 

年生 

自宅 （     ）  
 

年生 
 

緊急連絡先等【連絡が欲しい順番で記入】 
緊急時に必ず連絡がとれる連絡先を記入（上記内容と同じ場合でも、ご記入をお願いします。） 

 区分 ふりがな（上段）・氏名(下段) 続柄 電話連絡先区分（上段）・電話番号（下段） 

緊急連絡先 
① 

 
 

いずれかに〇 ▶  携帯 ・ 自宅 ・ 勤務先 ・ その他 

        （     ）        

緊急連絡先 
② 

 
 

いずれかに〇 ▶  携帯 ・ 自宅 ・ 勤務先 ・ その他 

        （     ）        

緊急連絡先 
③ 

 
 

いずれかに〇 ▶  携帯 ・ 自宅 ・ 勤務先 ・ その他 

        （     ）        

緊急連絡先 
④ 

 
 

いずれかに〇 ▶  携帯 ・ 自宅 ・ 勤務先 ・ その他 

        （     ）        

上記以外で 
お迎えに 
来る方 

 
 

いずれかに〇 ▶  携帯 ・ 自宅 ・ 勤務先 ・ その他 
        （     ）        
 

 
いずれかに〇 ▶  携帯 ・ 自宅 ・ 勤務先 ・ その他 

        （     ）        
 

お便り等へ
の写真掲載 

お便り・広報紙（映像含む。）の写真掲載の可否についてチェックをしてください。 
子どもたちの活動中の様子や表情を紹介したいと考えておりますので、ご協力をお願いいたします。 

□ 可      □ 不可 

その他 
お子様が参加する上で、スタッフに伝えておきたい事柄がございましたらご記入ください。例｜アレルギー等 

 

 
※ 一度登録申請いただくと 6 年生まで利用できます。登録内容に変更がある場合は、変更届をご提出ください。 
※ 学童クラブにお申込みの方は提出の必要はありません。 
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第１０号様式（第１１条関係） 
 

一 般 登 録 早 朝・夕 方 延 長 利 用 申 請 書 
東京都北区長 殿  
下記のとおり、一般登録の早朝利用・夕方延長利用の申請をします。 
申請日(西暦)     年   月   日 申請区分 いずれかにチェック ▶  □ 新規  □ 継続 

住所 〒    −      
携帯電話 
番号等 

保 護 者 １ 保 護 者 ２ 
   ―     ―        ―     ―      

● 児童の住所が保護者の住所と異なる場合等は備考欄に記入してください。  
【区処理欄】※ ここは記入しないでください。 

受理者 ひろば名 確認者 館長・所長 事務局担当者 
      

受付番号 登録日 登録番号 
/  /  /  /  /  / /  / /  / /  / 

 

申
請
児
童

フ リ ガ ナ 
生 年 月 日 在籍している（する予定） 

の学校名・学年 
（新 1 年生の場合）通園し
ている幼稚園・保育園 氏  名 

 年(西暦) 月 日 
  

 
         （新）       年生 

家庭からわくわく☆ひろばまでの時間 ▶  片道｜約        分 

保
護
者
１ 

フ リ ガ ナ 続
柄 利用を希望する理由 保護者１の就労先 氏 名 

 

 

□就労 □出産予定  
□疾病・障害 □看護・介護 
□学生・技能習得 □求職中 
□その他（       ） 

名称  

 
所在地  
電話     ー     ー     
就労先からひろばまで（片道） 約   分 

保
護
者
２ 

フ リ ガ ナ 続
柄 利用を希望する理由 保護者２の就労先 氏 名 

 

 

□就労 □出産予定  
□疾病・障害 □看護・介護 
□学生・技能習得 □求職中 
□その他（       ） 

名称  

 
所在地  
電話     ー     ー     
就労先からひろばまで（片道） 約   分 

申
請
内
容 

利用を希望する延長区分・月にチェックしてください（月を指定する場合には、利用する月の欄にチェック（複数可）） 
延長区分 通年 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 
早朝延長 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 
夕方延長 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 

土曜日利用を希望する場合は右欄の利用する日にチェック ▶ □第１ □第２ □第３ □第４ □第５ 土曜日 

同
居
家
族 

保護者１、２以外に同居家族がいる場合には、下欄にその方全員を記入してください。 
氏名 続柄 生年月日(西暦) 職業・学校（学年）・在園名等 

      年   月   日  
      年   月   日  
      年   月   日  
      年   月   日  

申請児童の 
発育状況等 

お子さんの病気やアレルギー、発育などで心配なことがある場合は、その内容をご記入ください。 
内容 ▶  

お持ちの場合は記入 ▶ 身体障害者手帳（     級）  東京都愛の手帳（     度） 
生活保護の状況 生活保護の適用がある場合にはチェック ▶ □ 適用あり 

備考  
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第１１号様式（第１１条関係） 

年  月  日 
          様 

 
一 般 登 録 早 朝 ・ 夕 方 延 長 利 用 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
     年  月  日付けで申請のあった一般登録の早朝延長利用・夕方延長利用について、次
のとおり承認します。 
 
児 童 氏 名  

児童生年月日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

わ く わ く ☆ 
ひ ろ ば 名  

承 認 期 間 

      年度 

承認月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

早朝延長             
夕方延長             

遵守する事項 申請書の記載事項に変更があったときは、直ちに届け出ること。 

 □ 特になし   □ あり（次のとおり） 

利 用 の 条 件  

  
 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第１２号様式（第１１条関係） 

年  月  日 
          様 

 
一 般 登 録 早 朝 ・ 夕 方 延 長 利 用 不 承 認 通 知 書 

  
東京都北区長           印 

 
     年  月  日付けで申請のあった一般登録の早朝延長利用・夕方延長利用について、 
審査の結果、次のとおり承認しないことを決定したので通知します。 
 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

わ く わ く ☆ 
ひ ろ ば 名  

不 承 認 と す る 
延 長 時 間 

□ 早 朝 延 長     □ 夕 方 延 長 

不 承 認 理 由  

  

備 考 
 

 

  
 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第１３号様式（第１４条関係） 

学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料 
減額免除申請書兼同意書 

 
東京都北区長 殿 
 
 学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料の減額・免除を受けたく、別紙書類を添付の上、
次のとおり、申請します。 
 また、この申請に当たり、必要があるときは、北区が有する私の生活保護情報、税務情報又は就学
援助費認定情報を公簿により確認することに同意します。 
 

申請日        年     月     日 

申
請
者
（
保
護
者
） 

保護者１氏名 署 名｜ 

保護者２氏名 署 名｜ 

住所  

携帯電話 
番号等        （      ）        

児童氏名  学校名  

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名  学年 （新）          年生 

減額・免除を 
開始したい日        年     月     日 

申請の理由 
 

右欄の 
当てはまるものに 

チェックを 
してください。 

□ 生活保護を受けているため 

□ 住民税非課税のため 

□ 就学援助を受給しているため 

□ 世帯で２人以上の児童が学童クラブを利用しているため 

□ 世帯で２人以上の児童が一般登録早朝・夕方延長利用しているため 

□ 食物アレルギーによりおやつの提供を受けることができないため 

□ その他（                        ） 

添付書類 
 

右欄の 
当てはまるものに 

チェックを 
してください。 

□ 被保護証明書（原本） 

□ 住民税非課税証明書 
（１月１日現在北区外に住所があった場合のみ添付） 

□ 就学援助費認定結果通知の写し 
（北区外で就学援助を受けている場合のみ添付） 

備考  
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第１４号様式（第１４条関係） 

  年  月  日 
          様 
 

学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料 
減 額 免 除 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
 申請のありました学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料の減額・免除について、下記の
とおり承認することに決定したので通知します。 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名  

減 額 ・ 免 除 期 間      年   月   日 から     年   月   日 まで 

減 額 免 除 す る 額 １箇月につき  □     円減額  □ 全額免除 

減 額 免 除 の 理 由 

□ 生活保護受給世帯のため 

□ 住民税非課税世帯のため 
□ 就学援助を受給しているため 
□ 世帯で２人以上の児童が学童クラブを利用しているため 
□ 世帯で２人以上の児童が一般登録早朝・夕方延長利用しているため 
□ 食物アレルギーによりおやつの提供を受けることができないため 
□ その他（                     ） 

備 考  
  
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過す
ると審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第１５号様式（第１４条関係） 

  年  月  日 
          様 
 

学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料 
減 額 免 除 不 承 認 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
申請のありました学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料の減額・免除について、次のと

おり不承認することに決定したので通知します。 
 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名  

  

  

不 承 認 の 理 由  

  

  

 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過す
ると審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第１６号様式（第１６条関係） 

東京都北区長 殿 
 

学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料還付請求書 
 

次のとおり、学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用育成料の還付を受けたく請求します。 
 

請 求 金 額  円 
 

請 求 日        年     月     日 

請
求
者
（
保
護
者
） 

住 所  

氏 名  

電 話 番 号  

 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

わくわく☆ひろば・
学 童 ク ラ ブ 名  

還 付 理 由 

□ 利用辞退したため（    年    月辞退） 

□ 生活保護認定を受けたため 

□ 住民税非課税となったため 

□ 就学援助を受給したため 

□ 食物アレルギーによりおやつの提供を受けることができなかったため 

□ その他（                          ） 

納 付 期 間 年  月  日 から    年  月  日 まで  

納 付 金 額  

減 免 期 間 年  月  日 から    年  月  日 まで  

減 免 内 容 １箇月につき □     円減額 □ 全額免除 

還 付 金 額  

備 考  
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第１７号様式（第１８条関係） 

年  月  日 
          様 
 

学童クラブ・一般登録（早朝・夕方延長利用） 
利 用 承 認 ・ 登 録 取 消 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
申請のありました学童クラブ・一般登録（早朝・夕方延長利用）利用について、次のとおりその承

認・登録を取り消したので通知します。 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名 

 

取 消 年 月 日        年    月    日 

取 消 理 由  

備 考 

 

 

 

 

 
 １ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月

以内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを
知った日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経
過すると審査請求をすることができなくなります。）。 

 ２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京
都北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処
分の取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日か
ら起算して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取
消しの訴えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、
当該審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取
消しの訴えを提起することができます。 
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第１８号様式（第１９条関係） 

年  月  日 
          様 
 
 

学童クラブ・一般登録（早朝・夕方延長利用） 
利 用 停 止 通 知 書 

 
東京都北区長           印 

 
 
次の理由により、学童クラブ・一般登録（早朝・夕方延長利用）の利用を停止したので通知します。 
 

児 童 氏 名  

児 童 生 年 月 日        年     月     日 

保 護 者 住 所  

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名 

 

停 止 の 理 由  

停 止 期 間     年  月  日から     年  月  日まで 

備 考  

 
１ この決定に不服がある場合には、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３箇月以

内に、東京都北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この決定があったことを知っ
た日の翌日から起算して３箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過す
ると審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この決定については、この決定があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に東京都
北区を被告として（訴訟において東京都北区を代表する者は、東京都北区長となります。）、処分の
取消しの訴えを提起することができます（なお、この決定があったことを知った日の翌日から起算
して６箇月以内であっても、この決定の日の翌日から起算して１年を経過すると処分の取消しの訴
えを提起することができなくなります。）。ただし、上記１の審査請求をした場合には、当該審査請
求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６箇月以内に、処分の取消しの訴えを
提起することができます。 
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第１９号様式（第２０条関係） 

学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長利用辞退申出書 

 
東京都北区長 殿 
 
 次のとおり、学童クラブ・一般登録早朝・夕方延長の利用を辞退します。 
 

申出日        年     月     日 

申
出
者 

氏 名  

住 所  

電 話  

辞退年月日        年     月     日 

児童氏名  

児童生年月日        年     月     日 

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名 

 

利用を辞退 
する内容 

 
右欄の 

当てはまるものに 
チェック 

□ 学童クラブ 

□ 学童クラブ延長利用 

□ 一般登録早朝延長利用 

□ 一般登録夕方延長利用 

辞退理由 

 

 

 

 
 
 
【区処理欄】※ここは記入しないでください。 

登録番号 受理者 確認者 館長・所長 事務局担当者 

 
     

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
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第２０号様式（第２１条関係） 

変      更      届 

 
東京都北区長 殿 
 
次のとおり変更しましたので届け出ます。 
 

届出日        年     月     日 

届
出
者 

わくわく☆ひろば 
・学童クラブ名  

児童氏名  

保
護
者 

氏名  

携帯電話 
番号等  

変更日        年     月     日 

変更事項 
右欄の当てはまるものに 
チェックしてください 

住所 氏名 保護者の状況 
（勤務状況など） その他 

□ □ □ □ 

変
更
内
容 

新（変更後）  

旧（変更前）  

備    考  

 
【区処理欄】※ここは記入しないでください。 

登録番号 受理者 確認者 館長・所長 事務局担当者 

 
     

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
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